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海軍歷史ノ小笠原島記事 

勝海舟ノ海軍歴史/其ノ卷ノ十’十一、十ニヲ小笠原島 P3 拓ノ記-一充ツ其ノ最終-一日ク 

按スぐ！ 小笠原 島/大洋 中-一恭布 S 爾夕,大倉ノー 粒-一過スト雖モ遙 -I 併豆地方-一對峙シ 八 丈諸 
a ヲ距ル甚夕遠 カラス隱然 トシ テ我 力 南疆ノ藩 離 タリ豈之ヲ度外視スへケンヤ 
文祿二 年(千五 百 九十三年)信濃 深 志領主小笠原民部少輔貞賴德川家康公ノ旨ヲ受豆州下田ヨリ出 
帆此岛一一 到， ヲ始トシ因テ命 アリ テ 小笠原島卜名ク其後元祿屮 -1 至 リ再ヒ 渡航セン コト ヲ乞フ靠ア 
リ ト雖モ 許サレス承應中紀州橘商船難風-一遭ヒ此岛二至リ歸帆ノ上申立延寶三%年(千六西七十五 
年)閏四月五日長崎住島谷市左衞門外三十八人記章資給ヲ賜リ出帆此船ハ長崎奉行牛込玆鎭-一命セ 
ラレ唐製ノ巨艦ヲ造リ乘組同年五月五日着船六^五 n 巡見相^ミ出帆同月二十二日下田へ歸帆享保 
中此 ail 分ノ激被遺候趣承及^賴末孫小笠原^內ヨリ渡海相願 rll 緖分明ニヨリ] T 之通被^許人条無 
> Jk 於テ/追令域家引移シ可被申別段見分ノ漭パ遺パサレ問敷旨ヲモ命セラ〆享保五栌年(千七 W 
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二十年)正月遠州—商人五—船—太夫水主八十八人至ご—兀1年(千— 三十六年〕濱町 
船■助等七人至四#年(千七百三十九 年)正月 堀江町船持 善 八 船頭贏十人5天明五，^年 
(千七百八十五年)三月土佐赤浦商人儀七等七人至 火同七 F 年(千七百八十七年)十二 大阪北 S 
江米商人龜次郞船長儀一二郞等九人51元が 年 (千七百八十九 年〕六月薩州志布子浦商人三右衞 
i ： 船長榮右衞門等八人5天保十# 年 (千八 fHl 一十九 S 十一月十 m 奥州斌仙耶小 友證 兵衞船頭 
三之丞外四人難風-1遭ヒ正月四日漂着問年三 i 二十四 H 下總跳 子沛ヘ歸帆其他ハ五六年十ーニ戸卜 
七八年或二一十年在留便風ヲ得歸立ル旨以上舊記， I 見ユ 

扣错時我！： ノ船舶ハ矮陋- r ゾテ風踌ノ險ヲ胃スニ足ラス又航海ノ業二切之ヲ賤设偷父ノ手 i シ 
絕テ测靈其他4術55ダカ故往鋈腹ノ患ヲ免 S 4 _1然ごキす故ヲ以テ人 
々逡巡提縮シ漸♦典足跡ヲ此5絕チ終-1放棄シテ顧ル n トナキ-一至レジ而シテ外人ノ'^叫ル ~ ij " 
ヤ沿铅及布哇镣ヨリ廣班地方11往來スル者 n ,|蕃ク槪此航路-一由ラサルハナシ 
千八百二十年(文政三年) m 比丹べ丨セ 1,. 此岛二至ソ「アベソビス•ホ」ノ名ヲ命ス英ノ歡二人隨 
意5 iv 此ノニ人ノ激甲比丹ノ船發セシ後33「チ-一赴キ米人二人 ㈤ ネマルカ、一人カメ 
ー ハメニニ世/臣人男五人女十人ヲ移シ己レモ典二無人群島- Jlft セント訐レリ 










































































































千八百二十五年(文政八年)英ノ&■比丹 i 1チ H 此5至リ英ノ所領トス 
栃內註 ，マ V トッ d 日 ク千八百二十七年英艦ブへ艦長^"小笠晋 -1 至リ英王ノ名 

1 f 依リ占領ヲ宣言ス 

土人/之ヲ嫌ヒ此地ノ頭取ナ，渚其ノ政事ヲ行ヒ英ノ法-一從フヲ好マス 

柄 內 E ク Narrative of a Voy 卷 to the PaciSc and Bwring Strait perfoi 

tr C 03 BI Of ftain F. w - Beechey R . N . in tr Yea 巴—, 26 , 27, 28.ユ依レ^^ 

二十七年五琉球ヲ發シ六月九日小笠原群島 i シ父岛ノニ見港 = 入リ泊シ島ヲ英領卜宣シ事 Jb 
ヲ銅板-1刻シテ樹上-一釘着シ島ヲ英政府ノ内務火臣ノ名-一山リビ1 〆 岛卜名ケ港ヲォクスフォ丨 
[僧正ノ名一一由リボ * 卜 n ィ n 卜名ク此ノ時英ノ捕鯨船ゥィ”ヤム號ヨリ逃レタル英人一名右住 
ニケ年-一及へ 〆 モノヲ見，尙ホ此ノ島ハ千八百11十五年英船サツプラィ-一依テ先ツ敬见セラレタ 
，ヲ確メタ” 

母島群岛ハ千八 百 二十三年英ノ捕 M 船 (船長コツヒン氏〕入 泊 セシ讲 ア V 
數年前叫.- ri 於テ出版セラレタ 〆 ブぎ igHyfrtJS 雲一寺辟 

Arlsl エ明 i 當 y 千八百十七年 S 」 《一 allh iu I I 











































































cry M . Arl trrmit ノ著書一ーボーニン dgj 名ムウ I ニンシマ I ハ八十餘島 1 j 成二大岛ア”公々 
11至リ稍ヤ詳カナ” 

有名ナ X ケンペルノ記事一一日ク千六百七十五年 U 本船暴風ノ爲メ航路ヲ失シ八丈ノ Jli 方三百 V ィ 
火-!於テ|島二雛破ス amide tree {areea ?) 多ク又 crar?-rtle 多ク長サ四尺ヨリ六茂二及フ島 
ヲブネジマト名夕無住ナルヲ以テナ y 

小笠原群 E パ千八 w 二十三屯-1至” M . Abd Kemlat 氏ノ說二侬”ア PIJ スミろノ圖二記載サ 

〆 ル n トトナレリ 

® 千八百二十八年#ノ甲比丹リユッケ此岛 - I 至リ領地トセントノ手段ヲナセリ ♦ 

梅內 KT - 八 W 二十八年露船提 JAltr 小笠原^一一至”占領ヲ寅ス 
又西班牙人/至リシ時ハ「アルゾビスボ」卜名付ケタリ千八百三十年(文政十 H 年)米及歐人^: 
ド4ツチ鹿ノ男女數人ヲ伴ヒ到レリ千八瓦三十一年英ノ捕鯨船雛破シ十二人此島二上 y 內四人止マ 

火 

将 p^f 米人ナサ ーI セーボレヲ長トシ歐米及サンド4ツチ人ノ j 團千八百三十^永住ス 
ミセ;1 / |,クユィント云#へ一少岛徙民ノ詳記ヲ著ス此岛ハサン叫4;^チ，居ダ英ノ贿事官及直,；^"^ 













































































































Vinr ノ政 f ” 防護ス英 -1 テ此土ヲ守 )/ ヘキ兵士ヲ送ご決セ all , 叫ンドキタチノ交易半ヲ_テ w 
- P ィ ： T へ f ント或人云へ” 千六百年代ノ半-1 及ヒ日 木ノ圜中旣一 I 此群5家ヲ營ミ村落ヲ成セ 〆 
ヲ載セタァ4ご一其 民流 移？再ヒ 以前 ノ如4 合 i S 何ソヤ 1 j 
千八百五十 三年 (嘉永六5四：^ 十： 2合翥水師羃 我 韹泊中加 比 丹エ' ァボッ 

卜-一命ジ此岛ヲ檢赍セシメ又密ヲ本國ノ海軍将--格セテ汽船ノ碇泊所トセン T ヲ陳ブ又云當然此 
島ヲ領スべキ M W 疑モナ"^日本ナダべシ此地ヲ發見スル最早ヶレパ當今？住スル^/*错然是ヲ支肥 
スダナ V へ' V 總テ他ノ記錄ハ右- 1 キタ；六百七十五年ノ發見ョ”遙-一後ノコトナニ最早ク發 
見セシハ日本人ナ”故-一英人早ク此島ヲ發見セシト云フぺカラス(以"^彼刊[:1本^4-摘錄) 

此論楹メテ公平至當 i フ然ご今ヤ露 i パ開拓_一 從事、で ¥K 我力藩 f S ミ僅-一外 

人ノ據有ス，所トナラサリシハ頗.ル美擧卜稱スヘシト雖トモ其事決シテ偶然-一非ラス此時我-一稍海 
舶ノ設ケア 〆 -一由ラサランヤ是亦我圃ノ銳意海軍ヲ振起セサダへカラサ,ノ1例證トス，-一足ルへ 

粝內 H ク右記ぬジ ril 關シ海軍歴史卷ノ十一一遡 y 要領ヲ摘錄スグコト左/如シ 















































海軍歷史卷之 十 

小笠原島開拓之上 

文久元辛 il ' 年九月十九 U 於新部屋前溜安藤對馬守申渡 
覺 

水野筑後守 
服部歸一 

伊豆_附岛之御備向取調且小簾岛御1 用 被 仰付候-一諸者都衾 I if 地へ罷 
越 E 細實驗ィタシ県勘辨之上見込之趣 可 被申聞 候 事 
右ノ御軍艦ハ咸臨丸-ーシテ艦長卽御箪艦頭取ハ小野友五 郞ナリ 

出發 - I 先チ水野服部連名- ーテ 抵抗劳-一對シ兵カ ヲ用フル 件 卜着岛ノ節祝砲ヲ行フ件トヲ上巾シ前？ 
許可 セラ レ祝砲ノ件ハ見合セ候樣トノ指令ヲ受ク 

又兩人連名-ーテ 運送船一隻差遣ヲ請ヒ千秋丸ヲ隨伸セシムへキ許可ヲ得タリ 

№1人ハ文久元年十二月三日品 川 ラ テ 咸臨丸二乘込 ミ 四 n 品川出帆 «!] 贺ユ入3七 H 同發十九付夕父 G こ 
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到着ス ’ ！ 
父島 S 人此ノ 時：一士ハ人家數十九軒-ーシテ內-二一壬5前—島(サンドヰツチ)ヨリ—セ 〆 ナ 

モア3又英國人ホ^^及^"フ/兩人卜共二在留民取締ヲ行フ水野筑後守ハ亞 
關番記官ホルトメ^'ヨレ宛ノ違翰ヲ携へ居リ之ヲ交付シ在住段ヲ脤ス 
二月 父島ノ調査ヲ終” 三月 十日 母5赴ク母島-一5人在住 S 之ヲ脤ス 

父岛在住渚訊問,一於テ VEIT ' S 此島-一渡リシハ三乙島ヨリ仕立テ此岛ヲ目的-一派遺セ J 1/ 船-一英阙ノ 
三 E , n ご ユルチヤ氏卜米園商人 i IQ 卜同行セルコトカ知ラレ其4 ノ移住者ニー十二 
人 r ごハ初メ三乙島ヨリ仕立/交易船ニテ f ヲ遍訪シ最後-一此ノ5落付キコンモドル 
1%夕1 ノ來島セシトキ米阈々旗ヲ預 y 所持ス，コトナト知ラレタ y 

セ丨ボレ—取，調中各國船ノ來航ノ事ノ内彼ノ渡來初度/頃 S 黥船ノ寄泊 J ^■土一一四十®アリシ 
S =3：五年來 H 五舰一一 減セ， n トヲ申立又軍艦ハ千 八 西二十し年ノ英艦ブ U ツソムノ後 十八 年前炎购平 
-g 渡來シ其，乘員十四人此ノ島-一逃レ住居シ又十二牟前-ーモニ槛ノ軍艦渡來セシトア” 

一水 野筑後守各村ノ無名ナリシヲ大村' 奥村、洲崎村卜定メ窨面-一認メ T ボ w S 付ス 
比後群岛總體ノ名ヲ定ムがコト左ノ如シ(於母島) 






















































總名小簾卜 I — sstl 付蜃儀 _| 茎—內-「セ- iy 罷 Is I 候 

間父島卜名付當岛〗其次二付母島卜唱へ候間左漦可、£#候 

争』近伤 - I 散办打之候姉島妹島娃島平島向島 卜致® 候 間 左様 可心特烫 
則#付-一致置候間»1相渡候 

此ノ時小笠原島內父岛母島 
父岛ノ内 

洲崎村袋澤村奥村大村 
母岛ノ內 

I f s S 向島沖村還 I 北村 I 南浦 1 乳房山— 

. 山 

ィノ通^ w II 致相渡一應萬次郞(中濱)ヲ以テ讀聞ヶ， 

11風 f 田子41ぶ S 久ぶ出帆二能二 f i — ラ1” 

失 ms 譬御1 i I - I 決1艦ニー年二月二十 I 川出帆神奈川5泊 i 一 
十二 品 着：；ーガ朔 I 所出帆 ill 州田子ノ i 同九 H 同所出帆十七東 势 f 入黯月二十四日 

































































































ni 帆四月十 I U 江 n n 歸着セリ 

然ルニ此後移民輸送ノ命ァリ同年六月再度同艦ヲ小笠原岛二派遺ス 
朝陽丸再度ノ小笠原 島 行-二伴娥太郞艦長 夕1ハ 月 二 十六 日 父 島 二見港-一至 〆 
(二見港及扇ヶ浦ノ名此ノ行一一於テ初テ見ユ) 

水野篇守及 服 部歸二一人ノ管- 一依” H 本領去ダ事ヲ5ダ碑ヲ扇ヶ浦二？(文句和文〕 

小笠原集规則ヲ公布—久二年八月先ッ之ヲ添？ 米 利堅 公使-一 小 S — 拓ノ處，共 _一 同5 
寄港ス 〆 外阙船，1對ス / 便宜等ノ設備ヲ通吿シ次テ 阿蘭陀、魯酹亞、孛漏生、葡萄牙、佛蘭ラ外交 

官 -1 及ホセリ . 


明治ノ世トナ？ KR 本人ノ小笠原2移住ス C ノ漸ク多ク明治十三年-一5朿京府ノ所轄トナリ明 
治十五年-一至 y 土着外闕人皆歸化シテ m 本人トナ3昭和二年夏 
天皇陛下ノ行幸ヲ仰ク-一至レ 
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附錄第二 

水戶ノ快風丸到石狩川口記事 

(北島志卷一第六 丁拔萃〕 

元祿元 S 8 公霞山某覆風靈螌砻狩塞 S 命作益舊盟南部 S 二篇役前後經 

十歳始成至是 S 那珂港發船六月至石狩川夷人喜我船到#來界之男女殆千餘人皆謂從前未嘗見如許大船 
至此地若我 l 以酒食則益悦以鳜魚熊皮報之其人醉中擧捣相擊以爲戯卽植喂 W 力也川 1 J : 廣深颗魚甚衆殆 
M 妨舟樹以鱖傲 西尾換米一斗二升留四十餘日至八月發船還則颶風大作船漂至北海蓋近韃靼地方也風息 
抵松前以十二 N 得歸那珂港至公雜船壊不復修我州航海術遂廢云 

大正六年十月/水交社記事第百九十四號 -1 快風船涉海記事卜題スルー齣アリ其中 3 リ拔萃ス，コ 

* ノ如シ 

快風丸建造费七千兩舟大工大阪ヨリ來， 
















































石狩州 rt へ航海ノ往復松前， i 窬泊ス往路松前- 1 テ案内人ヲ埴 7 

乘 3 崎山-^御船役人、拇収二人、帆役二人、醫者一人、御目 付足輕一人、押 0 付一人、 ィカ”役 
一人、大工一人、舟大工、總人飯六十七人 

アンジ v 箱卜云若船屋形ノ上--矢倉ノ樣 -j シテ四尺四方裔此ノ內 i 石(一尺四方)海路ノ繪 f ジ 
取ノ役-1テ兩人シテ代ル^-慈石ヲ見詰メテ居火 

御船ノ内 i 馬上 K 舟二®入 i へ用候時；此舟へ乘行常〗大舟ノ中-一 S 大テ) S サ九間權八丁 

立小傳馬長サ六間櫓六丁立ナリ 

崎川市內十石三人扶持黛 i 勿論天 I す後十石御加增二十石-成3享保十年 I ? 子審 
相續親ハ與力恰好見ユル也御舟ノ事總シテ金銀入目等 i ル迄不殘市内支配也人品勝レテ f 入ナ 

帆役捐取役碇役何 レモ 長 崎 或 ハ 火 阪苯ノ由格式ハ御水 主 小頭ノ格ナジ 

































































































異船打拂令ノ消長 , 

笕永 十六 年四月 五 n 鎖國令ヲ布ク (寬 永鎖國 令卜 云フ) 


慶安奉窖卜稱スルモノ ry 日ク 

異船力沖-一在，刻？ハ聊爾二取掛戶コト無用一一候 

- --- -—- - - - - -- - 

I 一年九月一=1打拂令ヲ修正シテ外舶ノ來ニノ-二其來 ff I 船二薪水食料ヲ給シ 

1 K 立退カシム，ノ融通法ヲ設ク 
訓令一一日ク 

锶テ異國船漂着致候ハ、何レニモ手當ィタ5/先ッ船具ハ取上ヶ置キ長_表へ差遺シ候儀夫々相伺ハ 
ごキ事- 1 候以來異闕船ヲ見褂ヶ候ハ、" T 手當ノ人數等ヲ連配リ先ッ見掛 I 事ガマ シク 無キ體 
























































讎 :| " !':1 囊. “1$ 一 
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- I 致シ筆1|ノ|ヲ出，>|ヲ相試シ可—若シ f 候？候て船：人2打 J 
f f I — if I - I 相？ S _一—1へ候 f 尤モ相成？1 
矢 til 手次？？—談 f pf 5見—ミ f 、成タケ f 
取記ヒ右船ヲハ計策ヲ以テす トモ 繫キ置キ船具等ヲモ取上ケ置キ人ヲハ上陸ィタサセ番人ヲ附僚 

キ立歸115 II 伺て J ニク候？異議-1及4て ff 中二へク候 

異國ノ渚；宗門ノ所モ相分ラス候-一付キ番人 ノ外 一見 物 等 ヲ禁セ ラグへク院 彳 
寬政四年十 I 月マタ命令シテ日ク 

異國船漂流ノ節 i 方二付キ去亥年—三年)— —二卽チ前文/訓令)領内— 雜 
領等へモ兼テ手 f け合セ麗カルへク候前以テ規定致置候 テ然ルヘキ筋 S 伺 S ヘキ 旨去年中的 
手— S 間1ブ i — 人—外大筒ノ 1並二體ノ心11 ノ趣等 M 
委 i I テ—サルへク候尤モ不時二御役人御用序等ノ節，一相越シ手配ノ樣子ヲ見分ィタシ候事 
モ思之候間右槌ノ節；速人數—出シ手配備ノ様子 A 見分 ヲ受ケ 候 f 一致サルへク候 - 
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寬政令 


文化令 


寬政九 年 十二月 寬政三年ノ令ヲー層穩便化スル令ヲ下ス所謂寬政令是ナリ门ク 

儀船馨 N 節 N 取計方 S 奎年委細-一相達&キ候5勿論-一候へノモ若シ心1ヒ候テ此方 
ヨリ 事 ヲ好ミ 手荒ノ働ヲ仕出シ 候 テ' K シカラス候 先方ヨリ 重々 不法 / 次第卜相 決シ 止ヲ得サル事 
-I 至 リ候節 ハ格別 ノ 儀先ツハ成/へ キタ ケ計於ヲ以テナリトモ繫留メ 置 テ注進可有 之候總 テ異國船 
/ 漂着候テモ海上へ向ヒ候テハ 石火矢 ヲ打チ 候 ナラ ハシメ趣 二 相 聞へ 候へハ事故，無キニ右ー ー乘シ 
卒爾 ナ， 取計ヲ此方ヨリ仕出シ候懾二念入 レラ レへ ク候且又 ^ ク海邊二所領ハ 無之而令トテ モ近領 
へ 助カノ 次第/先頃相達シ 候通リ-一候間人數等蝥越ノ儀/猶乂心懸ヶ徽カルへク候 

文化三年一月二十六 H 諸藩 - I 命シ露船 i 陸ヲ禁シ懇5公命ヲ用ヒサレ/之ヲ打？シム之ヲ文 
化令卜云フ日ク 

先達テ^[&シヤ船長崎 - I 渡來ィタシ通商等ノ儀ヲ相願ヒ候へトモ取用ヒ雛キ筋-一 -fj キ其竚申^シ先 
年與ヘ置キタル信牌モ之ヲ取上ケ歸帆ィタサ.セ候二付キ再渡/致ス間敷候へトモ此後萬〗漂流二事 
窬セ乘來 y 何レノ浦方11船ヲ繫キ申間敷モノ-ーモ無之候間異國船卜見受ヶ候パ、手當ィタシ人數竦 
差配”先ツ見分ノ迸ヲ差出シ篤卜樣子ヲ相轧シ彌々ポ^^ャ船二相違ナク相聞へ候/、能♦中雛シ 
















































財1描 


18) 


一<1薪 


成タケ種-1歸帆ィタシ候樣二可相計候尤モ實 - I 難風 一 Iii ヒ漂流 ィタシ 候 様子-ーテ食物薪水等-一 乏* 
直-一 M 帆成リ讎キ次第11候ハ、相應-1其品ヲ與へ歸帆ィタサセヘク候且ツ何程相願候 テモ上陛ハ 致 
サセス歸帆了 M 番船ヲ附置キ見物等ヲモ相禁シ其段早❖注進アルへク候尤モ再應諭シ^;テモ相何 
ミ M 帆ィタサス異議二及ヒ候ハ、時宜一一應シ伺ヒ-及ハス打拂 t >其旨 ヲ中 聞へク候 右體ノ始末-一？ 
”候節ハ諸事寬政 til 亥年異國船ノ儀-1付キ相達シ候趣11 ■シ取計ヒ可_候 

文政年天文方高橋作.^衞ヲ證ヲ用ヒー百 - f 晋異 g 船打？ヲ嚴命ス之云； 

要-一日ク 

一體ィギリ： i ラス南蠻西涕ノ儀ハ御禁制タグ邪敎ノ2候こ H ルニ fi ；; ルを(中 
W ) 尤モ W 朝辦琉球ナト/船形人物モ相分 W へク候へトモ阿蘭陀船ハ y 分ケモ相成リ兼スへク4 
等ノ船ヲ萬一見拟シ打誤”候トモ御察度 A 有之間臌候間1、一か.,；ハハかす(以ド— 

- - - - ---, 

然ル5後天保八苹11至 y 我漂民ヲ載セ來リタ，米船モ y ソン號ヲ浦贺-ーテ 打 拂ヒ其退テ鹿兒 s A 
ルャ又打拂ヒノ厄 S ハシメ空シク塊5引返へ1ノー人 ml 訴ノ I-S 7深ク後 
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露人ノ千島諸島來侵北島志卷一(原文漢文) 


明和二年露人延遲々(イ /ン 、レ H ン チ、、 卜訓ス ) 始テラ ッショ 7、シモシリニ岛1|至リ明年擇捉 
ノショツキヤーー至 ザ 岛 中/ 事狀ヲ問フ歸ッテ 得撫島-一至 y 留 " コ ト ーニ歲延遲令性 暴 M 々夷人 ヲ虑ケ夷 
人皆怨 ム後夷 衆ヲ拉へ ^-一歸 ラント 欲ス夷長逃ケ去ル 乃 チ衆ヲ鞞シ鍋釜ヲ碎キ船ヲ發シテ^ル 


明和六年露人伊畔 (ィハ ン 、ホ U シヒチ、テカノフ、卜訓ス) 來 リ云フ 延遲+暴/ 故ヲ以テ旣一 | 罪ヲ 
本國二 得夕 3今 彼レノ純シテ去 リタ, E 人 ヲ送リ 還へス而シテ 其 / 半數ヲホ & モシザ島 f | 留 メア y 卜 
IIBV 露人ハ將來岛人卜交通セントス嫌猜/心 ナキ ヲ要ス我 ハ 是ヨ y 得撫一1赴キ臘虎 ヲ捕へントテ# 
撫11去レリ 

是ヨリ先キ露ノ大船ヮーーノ 7二入泊ス伊畔之二入リ越年シ明春小艇1一駕シテ本阈一一歸レ y 此ノ 2エト 
ロフ夷長得撫- f 至リ臟虎ヲ捕ヘシ-1露人大衆來リテ夷 fi 〖1迫，獲ル所ノ臘虎1:露_〗1取，上クへク若 
シ抗命セハ補虜卜爲サント脅シ勢敵スへカラス夷長等辛ウシテ逃ケ去リシー|露人倚モ之ヲ追ヒ銃ヲ發 













































シテ夷畏二人ヲ殺ス1 ! 至レジ 

於赴擇促ノ臾人相議シテ日ク蕗人來9テ我島嶼-1據 V 非遒此ノ如キ,|至ル；；怨愤ノ至 リナリ且ツ我等 
館年臘虎ヲ補へテ內地-一交易シ生業卜爲 i ノ I 麗人 N 暴擧 - I 遭 AJ 之ヲ取”上ヶラぐ如キ事アリ 
テハ何ヲ以 - K 將來ノ生計ヲ詧マ X ャ A 奮然卜；>,テ羅處和夷長卜衆ヲ率キ船5と7得撫 i ” 腦索ヲ 
射獵ス而シヲ落人又銃ヲ發シ之ヲ劫カシ雜ク夷人携行スル所ノ象財重寶ヲ掠蔣セタ 
延遲々以來數年ノ不资 - I 典人大 -1 怒丄大軍議ヲ開キ毒矢刀输諸兵器ヲ作”其ノ衆-一令；^テ日ク露人 
ヲ見ハ輙チ殺七卜遂-一得撫人八人ヲ誘殺ス露人多夕磨勘留 .2 在，乃チ海ヲ踰 H テぬ 
-™ 茂” * r 七人ヲ誘殺ス5和爾腦1 f 在 〆 大衆ヲ殺シ盡サスン S 愤ヲ 霽スヲ得スト之二向フ-一 當”其 
敵衆ノ强盛ナ 〆 ヲ 十分 _! 戒心 シ兵器毒矢ヲ增シ M 浦 ヨリ 山ヲ越 二和爾腦 ,|至”シ ，1 露 人一山-一傍ヒ川 
- I 臨ミ穴居二 1 N 發見シ急■シ i ノ男女數十人ヲ擊殺ス露人散走 f テ 大船 ヲ引キ海-一下ス夷人勝 
二乘シ追&シ刀榆雲ヲ以テ之5ッ斬獲無算露人ノ脫ニヲ辟夕 〆 ラ？七人夷人大辦シ テ 還 〆 
安永 元年暇夷得撫 -f 獵ス露人來 ラス ニ年又獵ス露ノ巨艦ヲ見，暇 夷戰 ハント欲 ス露人進 マス 夷人思フ 
露人ノ來ル必ス前年ノ怨ヲ報ィント欲スルナ；^レトモ我今兵力大敵- 一 當ご|足 ラス j 卜先ツ^;揚ヶ 
テ 後£3.ヲ爲スニ如カスト乃千船ヲ發 * ー プ擇捉 -1 歸ル 此ノ年 海上颶風 多；^夷人思 7 露人ノ得—泊ス 





































































〆 モノ必ス黼船シタ V ナラント明年 &# 撫二獵 セシ-一 露 ノ 瓦艦羅シ テ 破壤シ露 人 衆 M ヲ海濱一一造 y 留 
リ住セリ夷人弓檐ヲ構へ逼リ看ル-一露人出迎へ鳥銃ヲ携へス謂テ日ク我蝦夷卜怨隙アル-ーァラス舊ヲ 
舍テ新ヲ圖”好ヲ結ヒ通 商 セントス乃チ 夷人 一一 M 草及食物ヲ贈リ以テ滅ノ意ヲ悦適ス 
六 年露ノ K 艦和爾腦 - 一至リ留”住ス露人乃チ此ノ地-一 徙 y 住ス露人二島ノ蝦夷ノ仇殺7聞ク則チ其ノ 
侵黎ス，所/諸岛ニハ皆 # 長ヲ置キ狐皮ノ稅ヲ定ム ー ^ 必スー皮トス或 ハ 臘虎ノ 皮 ヲ輸ス ダモノ アリ 
僧徙ヲ遣プシ邪敎ヲ弘ムー男必スー婦ナリ拜跪ニハ必ス額 卜胸トーー 點指ス 雨肩二鐡器 ヲ掛ヶ 朝夕禮萍 
ス皆耶蘇/法ナリ諸 If 及人名二改メ命ス 〆 二 露語 ヲ以テス是ヨリ露人其ノ徙ヲ逍/シ累令相0 ク欺滿 
議張至ラサルナシ得撫ヨ y 以北ノ諸岛皆改メテ名ヲ命シ露/隸屬トナス我園旣二遠略ヲ以テ念卜爲サ 
ス故-1露ノ改メテ我屬岛 -1 命ス，モノ其ノ何ノ歲月ナルヤヲ的知スル能ハス唯夷人ノ言ヲ以テ之ヲ考 
7 〆 二羅處和以北二命ス 〆 モノ延享寬延ノ問ノ事一一係 y 羅遨和以南ノ改名ハ明和年間ノ事卜爲スへキ 
力如シ蓋シ極北諸島ヨリ皆二ーノ紀號ヲ命シ得撫二至リ蟬腦才(センナツサトィ〕卜云フモノ歡十七 
卜云フカ如シ 

梅內日露人ノ千岛列島ヲ侵略ス，ャト rl 守阿賴度幌筵卜數へ來リテ^後*一至”二十ヲ算シ皆命ス 
ダニ數名ヲ以テス 
































1 七 年 露人 — 理 ( rr^Y^^v^rfT7T 、 卜 訓ス) 羅處 人ヲ通 f is 機 答 布 r キ 
リタツグ)-一來 if If 請フ？松 f 士新井田大八稅？ ff テ5今年 S _| 
歸國ス ヶ i 黯乃 s — I ,一 f II 也 ヲ允サ 
レン コ i 請 iM 日ク S 蠢ハ習ノ f 辨〇所 - f S ク |_| f テ f へ t 乃チ® 
食ヲ與へテ之— ?-ム—又1 和 人£シテ日——ど K 交易 セ r = f ム ， ーセサ 
/モノ/之ヲ-一-;" K ヘシト然レトモ此 ノ^, 羅處和ム旣 - I 露 ノ脅制 スル所トナ”獨ソ來少コト能ハス迷的 

瑚乂衣撫5 ”船ヲ和•通—ク明年大地爭”海釀ヲ伴ヒ其船ヲ飄シテ山上--打揚ク迷^^小船ヲ 
造ブ始テ歸闘ス， n トヲ得タリ 

t 輩元年不吉四十四年)賛 1，1 風， 一？ f—lsf sf 竹内徳1 

ノナノ)ュノ，ネボ取乂槪 F ボ八等五人露人ノ撫恤ヲ受クルコト截夕摩ク勝左，衞門-一僞宫ヲ授ク其 
子— =テオニ— rK 1船帥.，爲怎十人 — ff I 二向プ r 海路中殺サレ 

一船皆死ス何人ノ爲ス所タルヲ知ラス其船漂フテ得撫ノ阿答吐彝(ァノメツトィ) i ル適51テ 
之ヲ親 M 則チ船 f ミ人無 S 1屍 rf ジ簇ァ4爾木——肇 iff 
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蝦夷 意怪 其ノ何 ノ故夕 K ヲ知ラス當時夷中 政 未夕嚴ナラス 夷人乃 其 貨物 ヲ锻ヒ 又落人 ヨリ 後 H 殺# ノ 
疑ヲ受ケン コト ヲ恐レ其ノ船ヲ燒キ以テ迹ヲ 滅ス後夷人 遠島二 到， 者 アブ 之ヲ露 人二吿ク露人大二怒 
テ日ク國 王ノ 臨ム所必ス 政道 アタ故-一其ノ人民匪法ノ事ヲ肯テ爲ナス然，二 今此 /事ア ，ハ 其ノ政道 
ナク 主君 ナキヵ故ナ y 安ンソ日本ノ統轄-一一| K 卜云 ニヤ今 進ンテ其ノ地ヲ 開拓，ハ 其ノ岛ノ主君 
ナリ露人是ヨ y 屢々忿言アリキト云フ 

天明五年迷的理重ネテ來”山上/大船ヲ引卸サ 〆 トシタ 〆 モ克ハス 

天明五年勘定奉行松本秀持命ヲ受ケ山口高品佐藤行信皆川秀道靑岛軌起菴原11:方ヲ遺パシ蝦夷ヲ巡視 
セシム其ノ訓令中二日ク且ツ聞ク松前獻ス，所ノ玉錦鷲羽パ是異域出ス所遠ク蝦夷ヨ”至，加フ，一一 
近歲夷狄赤人卜稱ス蝦夷二來夕商 K シ往々其ノ物產ヲ買フ恐クパ外國往來ノ路アラン! H: シクカヲ 
盡シテ究問シ地理ヲ審 r ゾ要領ヲ得府二歸 y テ逐一上聞スへシ高品答乃チ蝦夷-一至”東 W 部ヲ分チ探 
討ス高品軌起ハ東部厚岸機答婦一一行キ海ヲ踰尤テ久奈志琊-一至リ越土呂府字兒婦諸島ヲ探ラント欲ス 
逆風一 IM ヒ留ル n 卜數 H 松前ノ ES 鄕導ヲ爲ス潑渡海顴難ヲ言ヒ以テ之ヲ沮ム已ムヲ得スシテ松前二ぢ 
還ヘス佐藤行信ぐ四部-一行ク明年高品軌起遂二越: h 呂府-一至 y 露人#如欲(ィジユョ)等ヲ召見ス海 
ヲ踰エ 宇兒婦岛 一一至 リ還リ具 一一 加模沙斯加 等ノ諸 島嶼安永年間 ヨ y 露-一 K 食侵淫 セラ レ遂-一宇 兒婦- 一 




































































及フノ狀ヲ言上ス然レトモ此時松本秀持旣 ，1 翻ヶラレ桑原盛負之-一代夕事遂 _ 一 寢ム寬永—松前高橋 

1ツ> 北暇夷-|至”商館 ヲ？地方 7 ■察セ1西《孤潭突(コタンふ) ii 禮杜 
胡(シレト n ) 二至ぞテ還火 

寬政四年幕府最上 常矩ヲ遣ぐ >15 至ラシメ嫛 i 內(クシユンナィ)- 一至” 東ハ騰 物' トウ 

ブツ )- I 至ジテ還， 

寬政四年塊蕭 (ラックマン)伊勢ノ白子ノ震幸太夫磯吉ヲ f 根諸(ネモこ二來 i 參 

ルヲ以テ略ス〕 

寬政七年露 人 滑失力 (TTT^VV-^W コン？；) 復宇兒 上ノ大船ァ引キ？卸サ 
ン コトヲ ，船稍損傷—5 2滑失 力乃チ其ノ璧十三人卜 ff 網—テ腦 f 捕5 岸货 
諸久蠢理 i> I上1初松前 f I ヲ却エ故5人偃 ff 宇—ヲ視テ 
己プ有卜爲シ任意沒獵シ放縱禪ルナシ然シテ滑失力性蠢ニシテ人心服セス往々小舟5シテ逃レ戈 

ルモノア ^ v 

八年秋八I艦—夷ノ阿部田- 1 f 山-一 f 2二十人布袋— —屋卜爲，-留ご卜九日斧斤 
ヲ以-グ大 t 斬伐ス松前高橋寃光加藤肩 I A シ往テ見 セ シム譬フ是レ暗厄俚亞_人貌剌東 





























































(ブ a :トン)们两兒ヨリ角利勿爾尼亞ヲ經廣束二赴ヵント欲シ颶風二逍ヒ此-一至ル請フ薪水ヲ賜へ 
卜明年 秋貌刺チ船復繪軸- iy 薪水ヲ5松前其ノ重ネテ來 〆 ぞ4之 ヲ却ヶ 還ヘス 
幕府露阈力蝦夷ノ屬岛ヲ麓食スルモ松前 S 小-一兵寡キヲ以テカ制ス，能ハサダヲ聞キ寬政十 年渡邊 
胤大河內政壽： 二 橋成 方等ヲ 造ハシ蝦夷地方ヲ巡察セ*ゾム石川忠房江戶 一一 在 y テ K 地ヲ扔说ス， d ヲ牮 
ダ胤等松前 一 i リ政蠢乃苽蝦夷ノシャマ-ニー 至 リ成方乃西 蝦夷 ノ宗野二至 〆 三人冬-一至 J 歸府シ具二 
夷地ノ淸狀ヲ中吿ス幕議松平忠明ヲ以テ 蝦夷 地臀衞ノ事ヲ管セシム未夕 幾クナラスジテ 忠房政譜成力 

及羽奎雙一:15衞ノ命ヲ5閣老敎蠢產驚ラ事ヲ3ス遨 S ノ南《油河ヨブ 

北シレト n -一至ルマテト及諸岛喚ヲ收メ七年ヲ限リ幕府ノ措骰-一從フコトトス 
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(130) (37- I 0-* 東：) it 朝 口 


參考書 

- - - - - 

, 記 事 

Nordenskiold 

濟狡咨17人屮二人，外齿粒サル s ㈣ Gonsa ノ、露都二送ラル 

最上德内迤章紙 

琅海異聞 

想 E 御资 / 記 

S 海異聞 

溫ぬ黯溫 g 5K = 忠 

i 戀 if 識辤驗部 


181 と 冬 f 丄コ— ル r 卜 共二勘察加 ュ送リ 黎十=年 y 3 ルド ト共 

篇鋪は歡?兵 

Voyage 〇( Morrisoii 

太平洋=テ_破セシ艄夫三人クインシヤ ー p K 良=適到セ、. 

，/ き:围 i ： 人/爲メ i 捕へ ラレ宰ニ コ P ンビ ャ河 n ノ 

僉杜 fl ュ腰ハ ル英阈 ヲ 經テ澳 H 二 送ラレ此廡 ュ テ] Jf ュヒ *! ツビ 

w 2 で i 漂，人卜か断 r レ-米 _抓取 


KS ? 私き黯 『促公儀被 0 出新規御抱入御 ■役格 1 ' 

弘午ニヂ米ノ 捕蛇 船 Mercator 3本北海=テ 十 救人/ Mim 物 
ヒ之ヲ送1/テ浦}!:來ル幕府锥例之 y ^2 麟救 


相^南树_|游^:! U *>*>-> try Jr 

ir mi 雜 st 肺 = 料人，減セルモノ三囘ァリ 
，二寒 fr 严「时トモ日本ノ記錄二缺ヶテ思ル 
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人 名 

住所 

漂 

着 

歸 

朝 

何 處 

年 

年 

何 便 


Sasa 及 Gonsa 

藤 靡 

勘察加®岸 

1729 


歸朝者無ノノ 

竹內德兵衞 

佐弁港 

勘 察加 

1744 


{f 露國二終ル 

幸太夫 C 神畐丸) 

勢州齙山餌 

ァリ ウジャ 

1782 

1792 

Aaam 

南若松村 

群勘中 

Luxmtinn 



ァいノツカ 




津太夫〔若宮丸) 

寒風 澤 

アリ ウジ ヤン 

群島中 

1 オン ナレ— ブケ 

1793 

1804 

Eesanoff 


鼷右撤門(麋祥丸) 


1804 

1806 

千 fi 列岛ヲ銪 

五郎次卿番人〕 



1807 

1812 

Ricord 

商嘉兵衞 

兵® 

® 後沖ニテ上 

1812 

1813 

Ricord 



つ ルド ニ 捕ハ 




茶 三 右衞門(永薄丸〕 


ル 

1813 > 

1816 


、甚右備門 (贄乘 丸) 



1815 

1816 


森三郞 


米國西岸 

1831 

1S37 

一 

中演綠郞 

一 

米國 

1841 

1852 

米 te 

某 


B 本北海 

1845 

1845 

米/捕鯨 M 
Mercator 

紀州 fi 助 

1 

米躅 

1880 

















































































































































































◊ベルリ艦隊訪日遠洋航海行動表 S 終十五年十月號一 

本表は Y ル y 提赞來洋 M 察報 ff # 第一卷を摘譯し"之を表式に作爲せしものな90 ( 一 五%八、 二) 

陸軍步兵大往竹內東一郞 


旗艦ミシシッピー號に座乗一八五二年十一月二十四日ノーフォーク軍港(チ JC サクビ t ク濟内)發 


番 

新 

セ 

モ 

ir 

セ 1 



港 

m 

坡 

ィ 

i 

ブ 

勺 

W t 

年 

ミ ; 

S : 

過 

地 

: 

こ 

1 

五 

Z 

二 

1 


m 

年 

EI 

不 

明 

1 

i 

二 



1 

發 

年 

H 

取當 
在時 1 
切長 
米穿 
㈣ 賊 
民の 
を爲 
保、 
護長 
す江 
〇以 

南 

m 

亂 

t 

S 

て、 



ホ： 

1 

m 

追 

隊 


:- 

ヴ 

の 

S 

I 

I 

中 

1 

m 

意 

見 

具 

1 

記 

5 

宛 

交 

代 

て 

m 

曇 

亦 





































































































一七正八月慕 
四三一五九永 
年五三日六 
前年年西年 

r ョハ暦舊 
sU 大一六 


七 

八 


\ 

ハ 


五 

四 



五二七 


七' 二 


I _ 1 ■，- J J .TJ 1】1 rf 

ll'cr 旗艦を除き悉く坐洲す。 


1 1二一 




3ィ>1「.^フ£'~|_|「艺 


讎纖額111?^^^ ，フィ 崖 

^|1||:乾お以益||疆題&, 


謂 f 出發 Is :? r 題判幻刮「藏球と；^「 

■ヘル V の率ゐたる艦隊は左の四幾なリ〇 

サスケハンナ"ミシシツビ*以上气走瞌〇 

サヲト妒、 プリマス以上は帆走襤〇 __ 


^ 海 


琉 球(那覇) 


浦 賀 


久里濱上陸 


澳 


S 


不 明 


PU 、 二八 通譯官ウイ リァム博士を艰艦せしむる爲、サヲト扩號のみ後發す<; 


神奈川沖 


七、一七 


太平のねむ 3 を 3 ます蒸汽船(上輿撰) 

たつた四は S で夜もねられず 
御臺場の土擔ぎ先方で飯％ふて二百と 3 Lf 十 


卜 ti°fc 箱 —鉢^送く组スナ铯 Jilp 及品川沖迄 


>丨難有 s 


.お1難有 s 


那 


0 


七三五 J _ 


yi. 


サラトがを MgIK 保謎の is 上诲に派す「」 
















































































































(135) 


上^:ク成 

\z } 9 ° 

て'ビ鑑 
補レ 1 隊 
充キ、は 
をシポ左 
变ン i の 
けトハ七 
、ンタ级 
敗、ンよ 
京サリ!？ 
餺ザ成 
K y る 
てプ c 

艦卜 

隊ン 


に狞 到るクぺ艦に力: a プ 
追の帆汽蔚抗ヲルの ? m ンをリ 
及外走走前議レリ怪し‘命マ 
せ給艦艦米しン秃し、ンずス 
し炭隊隊海之ド港き_: °を 
む給へハ取れン出行璐 v パ琉 
0 貺マサ病な卿發蝕隊‘ン球 
船セ X 踗りの前にを，ダ铣 
サ V*rlk °2 HI 、よ上赉リ籼 
ツユハ貯令# g 睦港アに 
ブアン炭を港单せ> 、残 
ランナ诹俾總めし孩 t ホ•し 

1 姐へ贤らめ而 ， Y 
は^ i 築らサる、 


ち I 

だ 

イ 、 «* 

卜 

S 

IV) 

占英 

畑 
對外 
す相 


3 居^夕問 
留良ン小 
比港の笠 
を S 二原 
保に狻择 
讓滯をに 
す泊令政 

0 °rm 

訪此に K 
rmi 加 ts 
の軍への 
a 艦ら ft 
4*1 ■ 一る IX 

nm °« 

期を艦度 
露廣隊の 
佛进は濟 



那 


i 

顆 

港 


1854 

年 

\ 

m 

八 

七 


帆汽 
走走 
歐隊 

—七 

1854 

年 

、 

四 



番 

港 

那 

顆 

下 

田 

函 

毒 

館 

下 

IH 

m 

m 

沖 

m 

の 

月 

\\ 

不 

明 

七 

- 眉 - 

七. 

五 

■ ■ «* 

土 

四 

八 


_. 

\ 

七 

七 


rr 

五 

九 

^ nw ~ 

走走 
隊隊 

1 ，只四 

八六 


後我令權 gmlc 於て#見し"口米和親條約成立し"下田"*怩を開き 
領ポ3ド田駄在を許す。 

H 月三十一口條約調印後 

汽走襤二狻 UI 川沖に ii 人し、：江戸の肪_を锘む。 

マセド- 1 アンを小笼原岛に派遣す。(四月十一日發) 


飯 ffi 港の：4<嶮に殆ど防備なき&嘲笑す C 

サザンブトン狭を M て費火_及室閲池を偵察測量せしむ。 

下£,出發前雄鐵をミシシッビ丨(-:柊すぃ 

琉球ヘ航海建中 ffi 兒 KrK 火岛に士货二名を上陸せしめ、港纖を侦察せ 
しむ〇_ 


マセ K ニアン、サツブ•フィニ®をして壤■比鹿を巡航"#港にて合せ 
しむ0 

ボーハタンをして寧波、福州凝 n を巡航" R 留米人を保誣しつ、香港 
にて合せしむ 0_ 


一？ S 33?? lis — 震—!! 


紐 


育 


8 

1 1 Q 11 


1—^ gilf 
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附録第七 

濛 洲ノ發 兑ハ洋人 ノロ 本採檢-一關係ナキヵ如シト雖トモ其/中二三 H 本採檢-一言及シタ，廉モァ 
，ヲ以テ玆-一採入ス 

本篇ハ大正三年九月刊行水交社記事-一出テタル濠洲みやげノー 部ナリ 
潇洲ノ發見 

コロンブス—、 n1j ヲ發見シテ罾 i 證〃ヅスコ、ダ1ガ—マ喜望峰ヲ趙ェテ印度-!至ルノ航路 J ヶ 
一^牙 人 ハ M ヲ捎シ テ^^^—— /Iヲ廻 y テ*^露ノ J !! マ-一足溜5ヲ作リ葡人 i ヲ衍シテ瓜吨--根據 
ヲ立テ ヌ當時歐人ノ未知地探檢ノ主目的ハ徙手黃金ヲ拾ハントスダ-一在リキ 

斯ル間二 If ゾ英5^^、ホ-キン4 WT—d、 ジリ等霞 

傑雖出シ 「スパーー シ 、ァ C ダ」 擊滅 セラ レ英 yjj s ヲ海上 - 一擦ゲ來レリ然モ W 班牙ハ御除威ヲ保チ 
テ 海外發展一一從ヒ各方面-一 活動 シタ〆 間-一勇敢ナダ船槎メンダナ A 知"利ヲ發 ' ゾテ太牛 JY ヲ探檢セリ 

中途一ーシテ： fr 部下 S 針夕 S 人フェルナンデス、 ド、 キ—ロスーー從ヒ霞， ド、 キニ 


































































































ハ南海 一 I 大陸アリトノ C ! 覺ヲ有シ两王-一說キテ三船ヲ得 iv 3^]-' l ヲ出發セリ三船ノ名ニヲ「工 〆 
キヤビタナ J トシド、キ-ロス向ラ之ヲ指揮シニヲ「アルミランタ」トシ^^、 J ハ^ p スー、—-^-^-レル 
之ヲ指揮 シ三ヲ 「ザ ブラ」トナ ス皆六十噸以 下ノ小 .沿 ナリキ 

W 人 i ヲ發スル-一先チ蘭船「デユィフェン」二ムば^ヲ發シ7グ丨ごャ探檢ノ途，一上レ 
リ•卜，キロス、卜，レス\兩人 7 マヲ 發後數 月間ヲ南海ヲ航シ 411 ン为—ネ t シヨン島 1叫 尤グモ 島 
ヲ：當方シラ' サチャ S ”西二折レド、 一「 ゼ—ント、 TTT ^ rf 經柬經百七十度邊ョジ南 
二折レーノ沃十：ノ？？一百問沿,航シー良港-1馨シ >K 投 H シ直-一士人—>殺戮行ニタ 
リ而シテ此時船内糧食乏シク： IH ルキャビタナ J 及「ザブラ」ノ船内反亂起”二5歸帆-一決 シ 
キロスヲ載セテ米國ノ西岸二歸投セ y 

ド、キ P スノ メキシ rT , 一還ルャ發 I セシ處ヲ發衮シ最終發見地ヲ大陸ナリト稱シ名ク/一一'テラ、才1] 
ストラリス、デ 〆 、エスビタツ，サ— ' H / j ドヲ以テス是ゾ今/ Y ブライブ群岛ヲ大陸ナ”卜誇稱シタルモ 

ド、キロスハ斯クシテ濠洲大陸-一接着シタル-一非 〆 モ彼ノ名ケタ:ズラ、 f でラクス，ノ名餘洲 
ノ現名ヲ生ミ出セニ n ,>テ彼 S 5洲ノ名ノ發明 f ぐ一過ギ f ス 


















































































































此ノ際「アがミランタ」 M ノトーレスハ統御ノオアリ規律ヲ維持シ相失シタ，主將ド、キ n スヲ搜索 
シツツ W ヲ指シ遂ーニ帶ノ大ナ，陸地ヲ發见シ而シテ其ノ間二在，約西® ノ空隙-一突入セリ赴ヲ今ノ 
卜 I レス海峽トス 

卜， a スン 其後 幾多 ノ№ 1 雛ヲ經テ " r - r 7 J * l 上陸 セリ 以上 卜 ノ褀疲 W 其後久 シク 湮滅シテ傳ラザ 
リシガー792英人マ11 W ヲ砲候シー時之ヲト rj 領ス 〆 二及ビ—卜1 ( ^^ガ書ヲ西王-1上 タテ 航海ノ事赏ヲ 
報吿シタ，モノ ノ寫ヲ英人-一依リ發見 セラレ テ玆 - IP —— u l スノ名/海峽ノ名-一依リ長へ二傳， コトト 
ナレタ M 1 レ^^ガト J レス 海峽ヲ通 ラントアセ ”ツツアリシ頃蘭 船 「デュイヘン J ハ新ギ -1 ヤノ 海^ 
ヲ is ヒテ 術 下 シ f I ベ； N ^ l ”— ャ灣二 入リテ 其ノ東 沿〒 h 陸 セ y 是レ臼 人ノ濠陸ヲ踏ミタグ 初ナラン而 
しテ HMy ^! トハ終-1相見ズ 

r デュイヘン1蘭語節)ノ水央 A 土人二襲 M レ擊退セラレ多ク7失へ”生存着其ノ地二命名シテボイ 
ント、ケ⑼ゥ H I ル(%ハ)卜云フ還テ報 fr シナ日ク廣大ナル陸地ノ大部分沙漠ナルヲ發見セジ惚悍 
ナル土人ア y 船 M / 多クヲ失へジト 

ケルゥ H ^ ル以北ハ 今ノヨ f ク乎：一!ナ J 後年 ^T-^T 此ノ海错ヲ测览スルーー及ビケルゥ 
工 * ルヲ改メテポイント' rl ュ4へノト名ケ船名ヲ存ス 































































































I I_ 




1 ^ - ^ 


J 


w 人ノ餘随探檢ヤ其後行ハレズ西人；遂一!濛陸-一觸ルル能；ズシテ終レリ而シテ蘭人之二代リ約半世 
紀間漆洲探檢ヲ M ケタ,モ終！1其 pi ヲ開クニ及バズ時-一企 lii セラレタ少ヨ””寧 U 偶然二濠^ノ北及 
西海岸二達セルモノアリ 

和蘭ヲ發シ印度 fIJJ へル「エン*トラト J 號ノ船％^-^ク、プ^; y ナ 〆 モノ岂5十^::|刈潑-一 
來プテ上陸シ地ヲダルク”ルトゲ， S 卜名ケ鐵片ヲ樹上二打付ケ記シテ日ク 

紀元 - T 六西十六年十; J 二十 UTII ムース 1 テ WT ノ 「H ンドラト j 號此ノ地-一翁ス^ T ノ F^、M 
H ベ—^::勿尚ノ首席タリアムス，，ダムノダルへ;^トグ—船 M タリ船 ； jfrflw 二十七 M 此ノ地ヲ發 
シ•ハンタム-一向フ 

此ノ鐡片其ノ後一§7蘭船「ゲムキンク j 號ノ船長蘭人ミン^_|依リ發見セラレタリ時-一鐡 
片下樹上二刀痕 ry 連シテ日ク 

次席 HM 商ジャン、 d タィ！ c 一等士官^^市ノビユタて紀元千六西十六年 
此後1801マデ此ノ鐵片復 f ] 人-1讀マレザリキ^人 W 〆 則一一 就テ興後聞ク所ナシ JM 染カ 

物館-- m 濠沿坨 n 十"ク沈沒セル0船3リ引キ揚ゲタル遗物 〆 . C : * こ rd - t .. 

夥多アルプ见夕 V 内叫卜 rM / モ/七 T 然レトモー段鐵 H ノ横卜11企着セラレタ 〆 傳時ヲ思へ 
パ努鬅トシテ蘭裝ノ故人ヲ睥： f 映出セザ 〆 能；ザグナリニウトマン/險礁1ィ-ン(簡 §1) ノ卿皆 


























































































¢141) 


藤人/名ヲ#シテ今 H -1 傳7而シテ 1 G 29ハウトマ^1•礁二難破セン蘭船「パタビャ」號 〆 一時水夫及 
船客ヲ附近-一上陸セシメタルヲ以テ健- TF 1 人ガ濠陸二住椏シタ 〆 始トス 

刪 |11 ^'_プカ丨ぺンタ11ャノ名ハ蘭領東印度總#ノ洛-一基キ528蘭船「4アネン」號ノ船提該 
海-1入 y 夕少モノ/名ケタ 〆 所ナリ 3 TV 1 ャノ名ハ十七世紀ノ和蘭ノ大航海 fv 「則 V — |ャ|ンス' 夕 
ズマンニ基クコトハ誰モ知少所トス然ルニ此ノ島 'ワ^^イメンスランドト呼パレキャブテンクック 
ノ海圖ハ勿論 +" キ海圖 - 一二皆然ク名ケラレタリ而シテ此ノワンディメンナル名ハ我ガ太隅海峽ノ洋名 
1 ンデ 411 海峽卜稱セラダ 〆 卜 R 一起原ナリトス今少シク^ TF ^ ノ^ T マニャ發見由來ヲ說カン 
-一卜七世紀ノ初 -1 當リ和蘭卜蘭領衆叩度問ヲ航ス，船ガ M 々濠洲ノ W 北岸-一吹キ流サレ多クハ偶然二 
濠洲大陸ノ存在ヲ紹介シタ,中一11627蘭船「グルデン、ゼィパ1ド」パ本園ヨリ班航ノ途中偶然遠 
ク濠洲ノ南海错二吹付ケラレ其地ヲ名クル*一當時船客タリシ首席旦那ヲ以テシヌィッランドト呼 ビ其 
頗ダ好土ナル事ヲ世間二吹聽セリ 

此事端ナク蘭領來印度ノ當時ノ總督トニ丨，ワ s ディメンノ心ヲ動カシタスマンニ授ク ご ニヒ 
1 ムス カン クー及 r セ— ハン」ノニ船ヲ以テシー 642八月十四日 ヲ以テ \ タピャヲ 發シ南洋探檢ノ途 
二上ラシメタリ 




















































































042) 


タスマン/素ヨリ常時一流ノ航海家ナッ初メ先ブ.ヲ指シ茲一一置ヲ得テ來南問 tj 向ヒシ 
-一十一月！：十四！ ri 5 5北遙* fi 地ヲ1山ヲ背- 1 K ダ海管 f 夕\ヲ以テ入”テ泊ス 
ヘキ港ヲ發 Ji ス <- 一菘ムル内一大荒天，}襲ハレ今迄見夕，陸ヲ失フト共-二 15 夜苦闘ノ後？他ノ陸 
ヲ發見シ之-一入リテ深サニ十二尋底質泥ヲ得テ投錨シタグヲ j 丨ム罾トス 

ホバ，トノ在 〆 5世界有數ノ4港ナジ此瓣叫卜 i V ィト云フ緣因货_|右ノ如シ^七也ヲ 

總行ノ名-1依ど KK ンニ ' 7 jHt 「.^ TT ランドト名ブヶ和蘭 Ng 旗ヲ樹 _ K テ十二月八 CI ヲ以テ衆 
方-1向テ去レリ 

ヌ7マニャ；此後久シク漆大陸卜接續シ思 〆 モノト考ヘラレキ實 -- i キャプテンクック時代ヲ過ギ英_ 
カシトニ i 蓮シ而シテ g 及フブンダ，^ j 卜稱ス 〆 二人/大探檢家出デテ d -I 海峽ノ 

タスマンハ此ノ後_| f ^ ji ^ T ^ ヲ發見シ之プ例，-依どズスタ1アン"島及-；,ン.、 i ヤ島卜名ク少コ 
"恰モ n スガ我千岛列島ノ得撫及擇促岛ノ間ヲ航シテ前者ニスタ IK ン後若二 ■コンパ，； ノ名 
ヲ肫へ二5シクマご此ノ後行ク- $ f 諸 f 發見シツッ翌四十三年六月無事 Y タビヤ 
£ 帆セ ブト 云フ蘭人ハ-^ マ— ン-ノ簾ヲ久シク發表气1シト雖モ後年 r l テルダ—プ「タクン 































































































⑽） 


ホ I 〆 ーノ床二 r l サィタ」ニテ^^マ^^ノ 航路ヲ顯ハ シタ y 卜聞ケダガ今猶存ス，ヤ否ヤ 
ワ dr メク此後—4 4^ TFr 船；一一隻人百十一人ヲ與へ再ビ南海ヲ探檢セシメシガ^マン 
モーー:船 ^ 終， 所 ヲ知ラザ，コソ無慘ナレト rl ノ海客多 ク非命二倒レ若ハ未路振ハズ同ジク是レー死1]シ 
テ 南極二倒レタ X ス大佐ノ如ク世-一唱ヘラ 〆〆 モノ ハ榮ナ y 卜云フベ i / 

此ノ後ノ採 檢ヲ以 テ ii 人 一 薇洲探撿ノ手ヲ收メタ” フレ rsv'l w / 一 G 9 G -1 行衞不明船 
搜索ノ爲メ三船ヲ率ヰ潦洲ノ西绿 *1 派遣 セラ レ タ ダモノ-了ゾテ搜索ノ目的物ヲ得ザリシト雖モ南ハロ 
VIH - f^bl 惑 7レマン J : ヨリ 北ハ/: r— ゥーエ ：ス — 卜_二至 〆 マデノ海^ヲ测觉，ゾクハルトグノ鐵片ヲ 

—ノ rE 

發見シ il ' yM 濠ノ名物黒白 B ヲ携へ歸レリ 

英人，ーシテ初テ濠洲二至リタ 〆 '^ 1一 非ズシテウ41 リヤム、ダムビヤ ナ y ダム ビヤ 
ハ遠洋航海家ナリ屢々®印度及•力—^^^邊--航、ゾタ，經歷アリ】 § ac ブラ^!ル海岸碇泊中舊友スワン 
氏ノ船撻タリシ「シグネット」號ノ船員トナリ共， rr , フンー至 y シガ#々漏水夥シク到底陸岸* I 乘上 
グルヨリ外策ナキ ーー 至リタ，モ之ヲ西人所領 / 地-一於テセン-ーハ # 掠ヲ受ク，ノ恐ア火ヲ以テ遂- 一 遠 
ク漆洲北岸-一至リ 1 G 88 一月四 H 今ノ キンめ スサ^！ンド附近ノヒッロィ河二近ク船ヲ乘上ゲタ”シガ 
荒漠メ，陸地/生活ノ苦難-!满 . スビヤ W 數輩卜共-一 7 T パ岛一一遁レ而シテ本^二歸ぐ一一及ビ探 











































































































檢ノ事廣 4 表人 4 迎—ヶ英王船及人ヲ給 rK 再度 NffN ナ 5 S ヲ命ジ 
タヲ 

タムビエルノ斯クシテ「 I バック」號ヲ得 五十人 ヲ率ヰ ^ -ゥ—ろヲ出帆セ 〆 二 i 一月十四日ナタ 
キー擊八月一晶地ヲ得之 r 「ヤ M ク—つへ rHr 命名シ水ヲ取”,一海煩二沿ヒ航行シタ 〆 モ水ナキ荒 
野ノ外何 I ル所ナヵ？ ゾヲ以.テ^ ir\-i キテ船ヲ修繕シ^:;-ざーヤノ北方ヲ f 夕”シ•力玆，一 
1ノ途中アッセンシヨン沖二於テ船ノ浸水夥シク遂,一之ヲ乘捨テずルべカラザ 〆 場合 i ゾダムビ 
h ルノ ^ MifKI 卜共一 I ロビンソンクル I ソ— ノ實劇? nff ジタリ 

此ノ後ダムピ H ルパ本國一一還 y シガ後年商船ノ船從夕”シコトアリテ其船員ノーべ^^^^-ダ. 

セルカークナルモノジュアンフェル^ TT ? 島二取遺サレタ 〆 -ソ^^ j ル，ソ d ノ本體ナリ 
h 傳へラ 〆 

ダム i -1 航海記事—而 'ゾテ T^rrrrr 〔ノ無價値ヲ廣 f V 爲 メ_一 世人 ハ 濠 
Mi ヲ閑却スル コト 之ヲ久シウシテクッ—クノ大發見=及べ y 

1770 四月 キヤグ テン >— クック.漆洲—見セ4漆洲ノ發見 S ック-以前，,アご卜前說ク所ノ如シ 
然レドモ初テ來 f f - I 上陸基洲又ノ居住 J ヲ發見シタルモニクスナリ從前ノ發ぢ力 














































































ヲ妓-一群キ致セ 〆 ノ功ハアランモ世#文明ノ利益上ヨリ〇レバ : jt ノ依攸極メテ少ナキモノナリ 

洲ノ恩人 夕/ ノミ ナラズ其ノ三間ノ航海ヲ以テシテ人類ノ士及*ホセ,功業ハコロンブス 
-I 讓ラズ而シテ遠クヮスコダ ガマ 及 ノ比-ーアラズ ダ— ツ タニ船夫ヨリ胆リデ商船/船提 トナ 
y 二身ヲ海萆ノ水兵-一下シ累進シテセ^^口，—レン^河ノ测 i - 一異オヲ發 揮、 ゾ 】 Mi 金站ノ火•隘紘 
過觀测 ノ爲メ 南海-一派 遺 セラレ初テ三百二十噸ノ「エンディボこ/艦長トナリ3ェ七月三叶"テ 
河ヲ發シ第 一囘ノ 航海-一上 WU フ叫 ~ W ヲ廻リ南海-一出デォタヒィ -S (1$)-- 至”觀观 
所ヲ建テ 1769 六月 f 好天 氣 n 下二蠢經學觀測シテ主耍任務ヲ遂ゲ猶訓令 ノ 命ズ 〆 所一-侬赢 

路西方ヲ挢シテ：ク—ジ i フン / lj -1 逢看シ遂二濠洲大陸ヲ發見セ” 

叫？^植物學 -! 精シク及壤血病ノ原因ヲ硏究シ之ガ豫，方法ヲ雷？之ヲ货行 S - 一依”テ「口 
丨ヤルソサヤチ—」ノ金牌ヲ受ケタルナド素？尋常海客ノ—ニア气 T キ然ご彼/像ノ英園中 
i テラレタXモノナキヲ1トシ議8 /頃ヨリ往 i ?此 i 偉人-一對ス〆謝恩ノ道-一於テ缺 
ク火所ア K ヲ說クモノ漸ク世間4トナ4(秋1 ) 年 千一 月 彼 ノ故鄕ク州ノマ H 卜 ^ 二初 テ ー 銅 
像立テラレ大將べ.レ >フォレ其ノ除幕式二演說シタダヲ見ベ而シテ.口.!ド—ン j i 丨ルノ東端二新-一 
成リタ〆「アド三ラリ T、 ア - チ」ノ侧2一一 立派ナダ銅像立ツべシト云フ 

























































































B 


初 

I 


クックニ = 本ヲ世界- IfIr 二間？恩人ナ”彼 i 爵/航海■一 於テッ夂群岛 S 

年 二 J 十 SIH 所ハ布哇 r ョ t 之 fn * / Ifc 七十九 

i が— r 命ノ最後ヲ遂ケタ レノ 後彼ノ業 A ,一依，繼承セラレ航海—' 
ヶ1779 3勘千— f ? テ南了>十月二十六日？—沖 ， If I ノ—度ヲ测定 
シッッ 十一月 一— f Is 岬 沖-デ了？北上—子沖 ffKm 
二向へリ 

此ノ測50本ノ 1 ノ f 位 f 世界-一報吿シタヲ以テ編ノ へ7ス ノ日本海，又ル 
2 f S 一—以テ？位 f 精测 4, KH 本ノ厚？知ノ f 孓 f 又 i 为 

.3 I # "V _■« I *^.11-1^ • I ■ .1 广 4r ■>!!■ Ad ■ 


ヲ 


T 卜ざ本探 f キンブ 1 ノ 士 I ノ — こ—^^^^ノ I 
. 载セテ — ぶ S キ S — ガク Vi 一 f— 中日管紹介セ rf 感謝セ t ニナシ閑話 
休 f ツクニ 77 G 四 — rf vyw,f $ テ — ヲ f f 十七 | ァ 1 

泰ノ UU 之_一名ゾクルへ i 大尉ノ名ヲ以テス^^夫ヨン北上シテ—ヲ需メ f 二 
十八 H ボタ Tf 得入ぶ泊セ—レ f 碧ヲシテ1囚—-殖民セントニ素地ヲ 
-^M シ f ニモノ人 CJWS 十 S — 十三傲五千醫ノ f 生 •セ 5火線 ナエ大正二 年現在) 


クッご？來二— YV 二地質—^^天文—^\諸氏 i _i i 般ノ苟 












































































资ヲ遂ゲ :/£ 月 六 H ヲ以-ハボタ- 1 t 濟ヲ 去 レ 〆 * i 拘ラズスグ其ノ手近一一 悉土尼ノ •ホ f トヂャクソン r 〆 
ヲ知ラ ザリシ ハ 所謂 緣ナケレ V 紙壁隔テテ 相見ザ 〆 モノカ 


造ョ y ハ海^-1沿ヒ北上シグレート4丨リヤ，リ I フノ間ヲ航シ具-一龈雛ヲ#メー 時 W 坐礁/ 
爲メ殆ンド「エンデイボが」號ヲ沈メントシタ，モ「コブジョンマット」/用途一若年士货一ーョ y 考 


案セラレ之ヲ用ヒテ沈沒ヲ問一髮一 I 免 レヨ J ク角ヲ 廻 y テ海峽二艦名ヲ 永世-一傳ヘバタピャ- 一至ジ船 
底ヲ修理シ多數ノ病者ヲ出シタがモ遂一 t 無■一871六月十一日ヲ以テ英國 -1 歸務シ第一囘ノ航海ヲ終 

レリ 

發兑談猓檢談ハ我々船乘リ -I 無限ノ典味ヲ與フ，ヲ以テ濠洲殖民後ノ分マデニ 至5 テン讀 i 限リナ 
ク猶ヶバ盡ク，ヲ知ラズト雖モ濠洲ガ本當 - I 發見セラレタル此邊一ーテ先ブ筆ヲ擱クコトトナサン 
此ノ後英阈ハ北米合衆^/獨立二依リ罪人ノ送リ先キヲ失ヒ濠洲ヲ罪 IA 1 ヲ以テ殖民ス，コトニ決シ 
1788ヒクツ•フ • ヲ ^1*7 ナ I I 1一任ジ之二十一隻ノ艦船ヲ附與シ囚人ヲ課送セシム 


ヒ到ッ■フン喜望峰ヲ經テ航海二西五十二日 r ゾテ無事ボタ ー I 1海-一着ス 

ボター! I 濁頭/一帶 /崧角 砂濱乃至低濕ノ地草木 茂ラズ良 水乏シク且ッ躜内狹キ--過ギタリ此/際ヒ 
y ヴブ/安來無策ノ士二非ザリキ彼ハ0ラ起チテ好地發見ヒ H 艇ヲ仕立テテ北上シ忽チタックノ 


w —ril » 1 [I. 

































































| 記錄 - I 小舟ノ泊地卜示サレタグ灣內 - I 入 V , 仔細，-探檢セダ s SS 深ク岸上樹木密生シ野花笑ヒ 
禽鳥唱ヒ淸水アリ河流アジ滞內千船萬舶ヲ容ルル，一足レ”今ノ ジヤツグ^ ic 是レナ リ 

ヒリツプ濟内ヲ巡視 k ル n トニ sr 時/殖民卿ノ名_|依ジ地ヲー卜名ヶ卽チ之 -I 移ル-一 
決セ5 

ヒジッブ乂急ギボ—タニノ¥歸ジ上讎ヲ引上ゲ十一隻ノ艦船將，1^7^海ヲ出デントス r キ外 
海ニニ艦アリ之ヲ注視スレバ佛闕ノ WT 了-ス少將ノ率ヰル 「f ソム」「アストロ f . フ，ノーー S 
- I シテ17 CC 5 佛國ヲ出發シテ以來諸所ヲ探檢シテ今本阈二向ヒ歸途 - ーアルモノ钤々 flljf 一「 I 濟二入ジ 
來レルナジヒリツブニ「ナツブライ」號,ーテ怫艦,一赴キ之ヲ歡迎シテ後麼下ノ十一隻卜共一一叫 / II - 一— 
二 f 佛艦ハ引違ヒテ入ぶ泊シ此ノ年 f frrl'lf 去ど k 幾量 f シテ行夕所ヲ知ラザプキ 
ラベロ -スハ我宗谷海峡-一其ノ名ヲ留メタ，名高キ航海者,ーシテ前陳二艦ヲ率ヰ テ 五月對岛 $ 
PJ ヲ經テ U 本海-一入 y 鬱陵 島ヲ發見シ折レテ能 登 ノ沖合二來テ測 避 セシコト前二 述べ夕 〆 歼ノ如 ，ヒ 
上シ テ 沿海州-|達シ鍵靼海峡ヲ登”^海-一入 y 間 常 海 峽ノ通過 ヲ試ミ 不可能 ナル ヲ究メ 八月 
- 一！"摊太-一沿ヒ南下シ八月十一日宗谷海峽ヲ？ 出 デ テ 叫,： r ^ lw ? 入”5 當時諸說紛 f メリシ搽 
太卜北州卜別ナごトヲ天下-1?八月二十九卜新知トメ間 ヲ拔ヶテ太平 渾 - I 出デタ厂浪 


























































































速 ノ讎破セ〆海峽ヲ洋 名ブーソ ー ル海峽卜！：ムフハ彼ノ率 4, 艦名一1取レダモノこシテラ ぺ '« 丨ス.ハ 

月二十日-一此ノ海峡一 J 臨ミニ十九 H -1 至 y 僅一一 通過 ' > 夕，ヲ見レ パ當時航海ノ 苦心ヲ想像ス ，二足 〆 
ラべロースハ t ノ後^ 口^^ ロブ— ス-キ丨- 一至 レ^ I ップ氏ヲサ 4! ベリャ經由 陸行セ シメ 報 # #ヲ 巳 
砰二送リ 111*1 南下ボタ-一1灣-一於テヒリッブ-一會セ火モノナ y 

ラべ口！スノ航海 記事 ハ n 98英譯出版セラレタリ而シテ此ノ大航海ノ終リヲ語ラズ】 0 C 26 東印度 會 
止ノ船長ピ T 夕 I 、ジロンナ 〆 モノサ I め V . X 1 群 岛/最南 端 ニァ k 7; T nu 岛-!於 テ 雛破船/遺 
跡ヲ發見 V 初テラべ口 M ス—ノ最後ガ知ラレヌ1883佛政府人ヲ派シテ遺跡ヲ探ラシメ大砲錨等ヲ抢ヒ 
巴理ノ 博物館 一一 悲慘 ナル f[l 念 品ヲ留ム 
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'li 翁 


( 152 ) 


番 號 


迸 






名 


1. 2* Kaempter^s Historv of Japan, 

in 2 Vob* * • - 

S, Kaerapfer ? a History of Japan, Amsterdam- 

in 1 VoL “ • 

4, 5. De Charlevoix Japon. 

in 2 Vols. • • - 

7. Montami?? Embassy to Japan. 


WK 半 


1728, 


1733. 


1736. 


1670, 


8. 9, Thunberg 7 s Xravaeis in Europe Arnca and ii^ia 

In 1770-76. 

in 2 Vols..1795, 

21, 22, 23, 24. 25. 

Bnrney^ Voyage to South Sea* 

in 5 Vols* ，• •* 1803-1817, 

S6. Burney’s Chronologic History of NE Voyage. 


1819* 


27. 


28. 


Memorials of the Empire of Japan iu the 16 & 

17 centuries* By Thomas RundalL 

The Voyage of Captain John Saris to Japan 】 1613. 

By Sir Earnest M, Satow KCMG, 


1850. 




1900. 


29. 30- Diary of Richard Cocks Cape merchant in the 
English Factory in Japan, 1615-1622. 

By Edward Maunde Thompson. 

in 2 Vols. • • • * * * 1883. 

















































































( 153 ) 


番猇畨 名 川皈年 

31. 32, 33, 34. 

A Voyage to the Pacific Ocean undertaken by the 
Command of H. M. by Captains Cook，Clerke & 

Gore In H. M. ships Resolution & Disco very in 

tlie years 1776-1780. 

in 3 VoInmes ? accompfinied by 1 album. 

“ " " * * *• 1784. 

VoL I & II by Capta 典 in James Cook FRS, 

VoL III by Captain James King etc. 

Published by order of the Lords Com- 
raissloners of the Admiralty- 


« « .拳 * * * * 

-1784 

35, 36. The Voyage of T 41 Peroase. 

in 2 Vote, . * •. 


37. Brongli ton’s Voyage* 

In 1 VoL * * . _ 


38. Kruseiistern ? s Voyage. 

2 \ ols. in I."" 

•- 1813 - 

39, Langsdorfi’s Voyages & Travels* 

2 Vols. in I."" 

•. 1811 
























































C154) 


露人ノ探檢 


# 號 密 名 

51. Strahlenbergls SiDena, 

52, Russian Discovery & mstorv of ivamtsohatKa. 

53* Sauer’s Billing Expedition. 

54. Coxe’s Russian Discoveries, 

4 き Edition.. 

55. Stftehlln ? s New Northern xlrchipclago. 

., •. * *. 

# 

5G- De Lesaeps ? Travel in Ivamtschatka, 

57, 58. Golownin^s Karrative- 

2 Vols. *_ •• • • 

59. 60. Golownin^s Japan & Japanese. 

2 Vols..* 

61, Gawrila Sarytchpws ? Voyage to NE Siberia, 

1 VoL • • • * • • 

G2. 63, GonelmroflTs Fregate Pallada, 


mm¥ 

1738. 

1761. 

1802 . 

1803 ， 

1774 

1790. 

1818. 

1853- 

1809. 





































































C155) 



十九世紀英人ノ探檄 

番 號 

^ 名 出阪年 

71- 

HnU’s Voyage to Corea. 

1 VoL ‘• ” •• .. ！ 818 ‘ 

72. 

MM^eods^ Voyage oi f TLiVLS* Ale ㈣ te ”， 

• • •* ，* •• * * 1818- 


73, 74* H. M. S. “ Sainarang ” 

2 Voh. . 1848 , 


75, 76. 

01iphant J s Lord Elgius Mission to China and 

2 Vols.. 1859. 

77. 

Tronson's Voyage of ft Barracoota 

1 VoL •• .. 1859. 

瞧 78 . 

Blakeney ? s Cathay & Cipango. 

1 VoL . “ 1902. 

79. 

Osborn Queda. 

New Edition- • • • • 1865, 


80- 81.Cruise of H. M- S. u Baclumte 18791882- 


2 Vols.. • • 1886* 


































































(15 の 


米人ノ 探檢 


番 m 


畨 名 

101 , 102_ Voyage of Morrison & Hiraaleh, 

2 \ f qI^, • • • • * • 

102, 304 105. 

United States’ Japan Expedition under Com- 
1110 d ore Perr\ r * 

3 \ ols, - # ” “ , 

30G# Sailing Directioiaers for the Coast of Japan & 

- China* 


107 • 


108 . 


Senate Documents, 

Ditto. 
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(157) 


雜 種 

番號逸 名 出版年 

121, Description of Formosa by Geogc Psalmana- 
Jaar. 

1 Vol* ， • " * •" 1704. 


122. 123- 

Voyage of tlie “ Vega ” by Nordeuskiold. 

2Vol 〜 •_ •• •• “ 188L 

124. 

Memoir of Krusenstern by Madame Bernhartli, 

. .. .-1 856, 

125, 

Voyage & Servises of the u Xemcsis n by Oxcm- 

2ml Edition.. 1845. 

126. 

Vovage into Polur R^gion^ by Barrow, 

^ ... “ 1818. 

127. 

300 Years ago (Japan Society) by Jjord Re- 


desdale. 


1908- 



















































































(158) 


近年ノ追加（順序不同) 


母 名 


出版年 

Murdochs History of J amn . 

VoL I 

1910. 

Mu rdodc^g History of Jap tin* 

VoL II 

1903. 

Murdock^ History of Japan. 

VoL III 

1920* 

Pineiro's History of Japan. (两班牙 女、 


1617. 

Captain Beechey's Voyage to tlie Pacific & Beerin^ 


Strait in two Vok New editioiK 


1831. 

Di Marco Polo Viaggi In 2 Vola, folio Venezia, 


1818. 

Phito’s Travel in folio 3 ^ edition London, 


1692, 

Tifemgh^ ISTipon 0 dal ifairan Ix>mIon. 


1834. 

Histoire de la Religicm Chretienno au Japan Par 



Lemi Pag^s* Paris 


1869- 

Nates mr le Japon, &c Par Cliassiron, Paris* 


1861, 

Charlevoix in 2 Voh. Paris. 


1736. 

Cmsset in 2 Vols. Secxnid edition, Paris* 


171 5, 
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附錄第九 

ふ二. L f . 

鐵炮記南浦文集(原文漢文) 

代種子島久時公 

隅州ノ南二 la アリ州ヲ去，コト十八里名ヶテ種子卜云フ我祖世冷焉二居ル ft 來相傳フ岛名ヲ種子卜 
云フハ lit 岛トナリト雖トモ其ノ居段庶ニシテ且ツ富ム醬へ/播種/一粒ナルモ其ノ實ハ無窮ナ， 力如 
シ此ノ故-一名クト云7是3プ先キ天文勞卯秋八月二十五 H 丁酉-一當 〆 我力両村/小油-二人船アリ何 
ノ國ヨリ來,ヲ知ラス船容百餘人其ノ形ハ不類ニシテ其ノ語ハ 不通 ナ y 見， ^以テ奇 tf 卜爲ス其 ノけ 
大明儒生一人アリ名ヲ五峯卜云フモ其ノ姓卜字トハ詳カナラス 時 二 西 村ノ主宰 一一織部丞 ナル モノア y 
頭 〆 文字ヲ M ス偶マ五峯一 I 遇ヒ杖ヲ以テ沙上11書テ F 1 夕船中/客何レノ國ノ人タルヲ知ラス何 v ^ ノ 

形ノ異ナダャ五峯卽チ f テ5此二？ M 南蠻 f Is す粗ホ君臣ノ義ヲ知て雖 i 未夕禮 

览 ノ其ノ 中- 1 在，ヲ知ラス是ノ故 11 其ノ飮ムヤ杯飮シテ杯セス其ノ食フヤ手食シヲ箸セス徒*一嗜欲ノ 
墘ノ If ヲ愜ス，ヲ知リテ文字ノ其ノ理ヲ通ス\ヲ知ラス謂ユル H 胡一處-一到レハ輒チ JL , 此レ ai ノ稀 
































































ナリ其ノ有^所ヲ以テ其 4 キ所 SN T ミ怪 -I ヘキ者- 1 非ダナッ5於テ織部丞菩シテ云ク此 
ヲ虫ルコト十三里一律アジ？名ヲ赤尾木卜云フ我力由賴スル所ノ宗子世今居ル所ノ吨ナジ律口數千 
r , - ーシテ戶富家昌ニシテ南商北買往還織ルカ如シ此=船ヲ繫カンヨ” A 要律水深ク且ツ 洩ナ キノ愈キ 
i カサルナ”之ヲ我祖父惠時卜老父時堯卜,一吿ク時堯卽チ扁艇數十ヲシテ之ヲ挈カ シメニ 十七 H ヲ 
以テ f 赤 尾木 N 5入\斯ノ時一一當忠首座上5 者 ア”日州ノ簾 ノ徙ナ” 法華一乘ノ妙ヲ 

. 聞カント欲シテ拖シテ雄2止マリ終一一禪プ改メテ法華ノ徒卜爲リ號シテ住乘院卜云フ殆ント經？ 

I 通条ヲ揮 n n 卜鍪ナ”偶5峯 S ヒ文？以テ慕ヲ通£峯亦知己ノ異邦，一5思ヒアリ謂 

I ハユル冏聲相應シ阏氣相求ム，モノナ y - wJ ノ長二人ア” } ヲ牟良叔4:卜云ヒーヲ喜利忐多佗孟及卜 
云フ手-二物ヲ携フ長サニ三尺其ノ體タルヤ中通|ー シーア外 s -I 常-キヲ以テ®卜爲ス其ノ中ハす通ナ 
ジト雖トモ其ノ底要 S 塞シ其ノ傍一二穴ア义ヲ通 J ノ路ナ”形蠢ノ比偷スヘキ無£ ノ用夕 
，ヤ妙藥ヲ其ノ中-一入レ添フル-1小阐鉛ヲ以テシ先ツー小白7燈畔-一證キ親ラー物ヲ手 i ,身 ヲ 
修メ其—-ーシ而シテ其ノー穴 tnx ヲ放テハ則チ立ロニ中ラサルナ，ゾ-其/發スルヤ善/光” 
ノ如ク其ノ鳴 〆 ヤ驚雷ノ靡クカ如シ聞ク奔其ノ耳ヲ掩ハサルハ荚シー小白ヲ5ハ射容ノ候中 こ樓鴻 
ブルノ比ヒナジ此ノ物ータヒ發シテ銀山モ摧クへク鐡壁—ッヘシ赛九ノ人ノ S 仇ヲ爲ス モノ？ 






























































觸 〆 レ ハ 則チ立 ロニ 其 /魄ヲ喪 / ン况ンヤ糜 1 M ノ苗 稼 .-禍ス 〆 モノ-一 於テ ヲヤ典ノ世二用ヒラ ダ〆 モ 
ノ勝テ數フヘ カ ラサ 〆 ナリ時堯之ヲ ii テ思ヒ ラク 稀世 ノ珍ナ 5卜始メ其 ノ何ノ 名夕,ヲ知 ラス亦其/ 
何ノ用タルヲ詳一 I セス旣 f シテ 人名 ケテ鐡炮卜爲セル ハ 知ラス明人ノ^ク 〆 所 ナ 〆 力抑モ 知 ラス我一 
藤渚ノ名ク，所 ナル カー日 時堯愈譯シテニ人ノ蠻種* i 謂テ B ク我レ之ヲ能クスト日フニ非 ル モ願クハ 
之ヲ學ハン蠻種モ亦靈譯シテ答テ日ク君若シ之ヲ學ハント欲セハ我モ亦其ノ蘊奥ヲ罄シテ m テ- iif ケン 
時堯日ク蘊奥聞クヲ得へ キカ 蠻種 H ク心ヲ正フス，卜目ヲ眇ニスル トニ 在ルノミ時堯日ク正心/先聖 
ノ人-一敎 J 所以二 J 我ノ之ヲ學7所以ナジ大凡天下ノ理、 i 二斯二從ハサニ動靜卜20フ無 
差ナ 〆 能ハス公./謂フ所ノ正心ハ豈復異ルアランヤ片目ヲ塞キテ/遠ヲ見，二不便ナリ然火-一何故ユ 
眇目スルヤ蠻種答テ日ク央レ物ハ約ヲ守，ヲ耍ス約ヲ守 〆 モノハ博見ヲ以テ未至卜爲ス興ノ約ヲ守 y 
テ遠キ-一致サントス 〆 /眇目ノ主看ナリ君夫レ之ヲ察セヨ時堯喜テ日ク老子ノ謂/ユ，小ヲ見，ヲ明 
卜日フトパ夫レ斯レノ故力是ノ歲重九ノ佳節ハ辛亥 T 一當，此ノ良辰ヲ以テ試，ニー妙藥卜小園鉛トヲ入 
レー小 白ヲ百 歩ノ外二®キ之11 火ヲ放 テ/則チ其レ殆ント庶幾セリ時入始ハ驚キ中コロ恐レテ之ヲ畏 
レ 終-一倉然トシ テ亦日ク願クハ學ハント時堯其ノ價ノ萵クシテ及ヒ雛キヲ言ハス蠻種ノニ 鐵炮 ヲ求メ 
m テ家珍卜爲ス其ノ妙藥ノ捣篩和合ノ法ハ小 E 德川小四郞ヲシテ之ヲ學ハシム時堯朝二磨シターー砰シ 




















































(XM) 


勤テ已マス 嚮 -f 殆ン ト庶キモノ s 於 テ百發中シ，こ失無キニ 5 此ノ時二於テ紀州根來寺ノ杉访 
某公ナダモ/ア y 千里ヲ遠ホシトセスシテ我鐵炮ヲ求メント欲ス時 堯人ノ 之ヲ求ムル ノ深キ ヲ感シ其 
ノ心- J 之ヲ解シテ日 ク昔渚徐淠季 札ノ劎ヲ好ム 徐君 P 敢テ言 IY . サルモ李札心-一已,一之ヲ知サ終二寶紉 
ヲ解ク菩岛褊 小ナ 1 卜雖トモ 何 ソ敢テー物ヲ愛マンヤ且ツ復我ハ求メスシテ打 ラ# テ W テ寢ネス 十 K 
之ヲ祕セリ而ルヲ况ンャ求メテ得スン；登心-1快カランャ我ノ好ム所亦人/好ム 所ナリ 我设敢 テ獨ジ 
己レノ離 M ヲ私シシテ之ブ藏センヤ卽チ律田監物ヲ遣シ特- 1 其 ノー ヲ杉坊-一膾 リ且ツ之ヲシテ妙藥ノ 
法卜放火ノ道トヲ知ラシム時堯把玩44 K 數人 fr ア其ノ形象ヲ熟視セシメ月-一鍛へ f 一鍊‘ 
二之ヲ製七 r 欲ス其ノ形制頗^之-一似タタト雖 i 其ノ底ノ之 in 塞ク所以ヲ知 ラス 其 i 年蠻種賀 
胡復我岛熊野贿 - I 來，滞ノ名熊野ナニ亦小廬山小天竺ノ比ヒナリ質胡ノ中-一举-二人ノ鐡匠アリ時 
堯以爲ラク天ノ授ク 〆 所ナジ卽チ金丘；；衞尉淸定ヲシ テ 其ノ底ノ塞ク 所ヲ學ハシム漸ク時 用ヲ經テ 类， 
卷テ之ヲ5ダヲ知グ於 S ? ど k 數十 sstN 新5然グ後其ノ臺ノ形制卜其ノ飾 i 输ノ如キ 
モノ トヲ 製造ス時堯ノ意、 i ノ臺卜其ノ飾 卜 - I アラス シ テ之ヲ行軍 ノ 時-一 用フヘキカ-一 在” キ是-一 於 
テ.力家臣ノ遐邇 -1 在，モノ視テ之- j 效フ打 發西中 スル衷 亦其ノ 幾多ナル ヲ知 ラス 其 ノ後和泉界二橘屋 
又〗 i > 闾ナルモノアジ商客ノ徙ナリ我岛1一 萬止スル コ トー ニ年- 1 シテ鐵炮ヲ 學ヒ始 ント熟ス 歸旋ノ 後人 






























































皆 名ヲ呼 ハスシナ鐡炮又卜云フ然，後畿内ノ近邦皆傳テ之ヲ習フ畿内關 M ノ得テ之ヲ學フノ"ナラス 
關衆モ亦然夕然レトモ我甞テ之ヲ故老一一聞ク日ク天文壬發卯ノ交新貢ノ三大船將-一太明國二遊パン 
ス是一一於テ幾內以西ノ富聚ノ子弟進ンテ商客トナ，モノ殆ント千人檝師篇師ノ舟ヲ操 〆 コト刺ノ如 
キモノ數百人船ヲ我小島-一艤ス旣 - I シテ天ノ時ヲ待テ纜ヲ解キ撓ヲ齊ウシテ望洋向蒞ス不幸-ーシテ狂 
風海ヲ掀シ怒濤雪ヲ捲キ坤軸亦折レントス吁時ナルカナ命ナ，カナ1貢船'> 檻傾キ檝摧ヶ鳥卜化シテ 
去ルアリニ貢船 W 漸ク -1 シテ 4 <明國寧坡府二達- Ml 一貢船ハ乘 X ヲ得スシタ我小岛一一囘ル翌年 W ヒ興/ 
總ヲ^:キ南遊ノ志ヲ遂ヶ鉋ク迄海貨蠻珍ヲ載セテ我朝-一歸ラントス大洋ノ中黑風忽チ起 y 西東ヲ知ラ 
ス船遂 -1 飄蕩シテ東海道伊豆州--達ス州人其ノ貨ヲ掠メ取リ商客亦其ノ所ヲ失フ船中二我僕 K 松下五 
郞三郞ナ VW ノア y 手*!鐡炮ヲ携ヘ旣 -1 發スレニ其ノ鵝 -1 中ラサ 〆 モノナシ州人見テ之ヲ奇トシ窺個 
微慕シテ多ク之ヲ學フモノアリ玆ヨ y 以降關 ill 八州率土ノ濱傳テ之ヲ贺ムサルモ/ナシ今去レ此ノ物 
我朝一一 行ハ，，ヤ蓋六十翁餘年ナ y 鶴髮ノ翁モ猶之ヲ明記スルモノアリ楚レ知，ヘシ嚮キノ蠻種二鐵 
炮我時堯之ヲ求メ之ヲ學ヒータヒ發シ テ 抜桑六十州ヲ聲動シタルヲ且ツ復鐵匠ヲシテ之ヲ製，ノ遒ヲ 
知ラシメ五畿七道-一徧キヲ然ラ/則チ鐡炮ノ我種子鉻 -1 權輿スダハ明ナ y 昔漭一種子ノ世♦無窮ノ義 
ヲ氓” テ 我島 二 名ク，モノ今以テ其ノ識ヲ符スト爲ス古 一一 日ク光德 善 アリ テ 世〗一昭々タル能ハサダハ 











































































































































































































































:.す調 




(167) 


司令官 

1612 

« 

A 



バンタン 

1602 





1619 

了ルブケルケ 


1510 

パタビヤ 

1619 

アンボイナ 


1511 

Breskens (de Vries ノ ニ番鍵 

0 1643 

アンジロ — (Paulo) 


1547 

Byleyeld (Mmitarms 中 ノ科學奔） 1649 

Adams (William) 


1600 

Buscli (Sea of Okotek 初航者） 1696 



1620 

Behling (Beeling トモ）露ノ 


安平（アンピン） 


1624 

大探檢家 

1728 

安宅丸 


1635 


1729 



1682 

Btmyowsky (俗稱ハンベンゴ p —) 1771 

嵐山南庵 


1661 

Burg ( 蘭船） 

1772 

Atlasoff ( 露人） 


1697 

Bming (英人ニシテ露ノ探檢 #) 1785 

新井 3 石 


1708 

Broughton ( 英艦長） 

1796 


1713, 

1715 

Blossom ( 英艦） 

1827 

靑木昆陽 


1720 

B echey ( 英艦長 ) 

1827 


1739,1744 

Belcher (Sir Edward) 

腳 

アレウシヤン 


1767 

ビツドル（來司令官） 

1846 

Awos ( 露船） 


1807 

Barracouta ( 英艦） 

1854 

阿部伊勢守（老中） 


1843 

1855, 

1856 



1855 

mmm ( 英國寄贈エンべラ - 

•號 > 1868 

Alcemene ( 佛艦） 


1844 



旭丸（俗二 ® 介丸） 


1856 

C 







B 



コルチス（メキシコ征服ノ西將） 1520 




: r エルホ (Coelho) 

1570 

Burney 




1587 

Voyage to South Sea 

册尾附錄 

千々石淸左術門 

1582 

第八遵籍 H 錄中二在リ 

コンサール （ベ ール） 

1594 

バルボア 


1513 


チヤ！）チー（蘭船蘭名 ! ；ーフデ ）1600 


ブル " ワル（ヘンドリック）蘭 


■ . — :.一 ......... I ......一….一 
















































(16S) 


Elasms (Liefdi 號舊名） 

1600 

Cocks (Richfird) 

1613 

Eliza (米船） 

1797 

Constanzo (Padre Camilo de) 

1613 

Eclipse 〔米船 ) 

1807 

カルハイル p (t' I>lego 


エワレツ ト （米官） 

1846 

Caivailho) 

1617 

Elgin (Lard 英使節） 

1858 

Compania 島（得撫蘭名） 

1613 

梗4：签次郞 

1862 

Chmi teflfeko jr 

1743 

F 


Cook (Captain 英艦餐） 

1779 


1768, 1773 

深江浦（長崎港舊名） 

1565 

コ-プ(蘭艦長） 

1844 

福田（長崎港外） 

1565 

CeciUe (難將） 

1846 

フロイス (Froez) 

1570 

Cleopatra (佛艦） 

1846 

Fort Zeeland (簽灣） 

1624 

Columbus (米艦） 

1848 

踏繪 

1629, 1856 

Coffin (小笠原岛ュ米人命名） 

1853 

Fonte (de Fonta gg ノ浪將) 

1640 

Curtius (出島甲比丹） 

1805 

Feith (出島ノ甲比丹） 

1776,1781 

朝陽艦（ュド號） 

1858 

Frederick (英船 East Indlaman) 1803 

D 


Furious (英艦） 

1858 


福澤論吉 


大泥國 

1599 

地源一郞 


m 

1634 

G 


1636 



Dejnetf (露人岛令沲峽發見者） 

1&48 

ゴア （臥亞） 

1510 

Dtividoff (露船 Awos ノ 船長） 

1807 

Galvao (Antonio) 

1542 

Doeff (出島ノ甲比丹) 

1809 

五峯（王直ノ號） 

刪 

Diana (露艦） 

1811 

ゴホ— （ジ ヤン） 

1592 

Diana (他ノ露艦） 

1854 

蒲生貞秀（氏鄕家來） 

1588 

Douglas (Sir Arcluhald) 

1873 

後藤梨春 

1765 

E 


艽郞次（漂流#一覽表） 

1807 


Golowidn (露艦畏） 

1811 I 

エルマーク（露人） 

1581 



























































dm 



鹏翔丸（英ョ 9 購人舊名カタ V 


Gordon (英艦 M) 

1818 

ナテレシヤ） 

1858 

Glyn (米艦招 

幽 

鳳凰丸（本邦製後ノ豐岛形） 


1858 

グロート（沸 使） 

1858 

I 



H 


家康 


1542 

秀吉 

1036 

伊東義賢（羅馬遣使） 


1582 

日出港（豐後） 

1549 

恐上傅右衞門（氏鄕家来） 


1584 

平戶 

155 D 

印度總督 


1591 

原田孫七郞 

1532 

家康ノ船太平洋 7 横ギル 


1610 

ハウ トマン（蘭人） 

1595 

今泉令史（支倉一行） 


1613 

へ》ニモ 

1599 

家康懿 


1616 


1602 

辆能忠敬 


_ 

支倉常長（政宗ノ羅馬遺使） 

1613 

1800,1821 

澎湖烏 

1622 

イジョ，（露人） 


1785 

原主水（羅 m 遣使） 

1623 

石川將監忠房 


1798 

m 田彌兵衞 

1628 

井戶石見守 


1853 

ハ バロ フ（陸上 ョ ！ 7 黑龍江探撿 # )1(Hi 


1觀 

平滯元慢 

1774 

イ觸美作守 


1854 


1778 

弁上信濃守（下田奉行） 


1806 

堀田仁助 

1733 


麵 

羽太正養 

1802 

岩瀨吧後守 


1857 

Hall (英腿） 

1816 


lass 

ヒツテント（米艦'|0 

1846 

井伊直弼（大老） 


1858 

林大學頭 

1853 

池 m 筑後守（遺歐使節） 


1863 

堀織部 

1853 

T 



堀田正篤(老中) 

獅 





1_ 

ジヤンゴホ — 


1592 

Harris (Townsend 米領事） 

1856 

•J erame Jd Augeln 


1_ 

1 

卿 





























近藤守 ® 

Krusenstern ( 露艦長 ) 
川路架謨 


1798 

1804 

1853 


ジャガタラ 1619 

Juno ( 露艦） 1806 

壽三郞（漂流者一赞袭） 1807,1831 


1854, 

1858 

看光丸（舊名スームビング） 

1855 

君禪形 

1856 

咸臨丸（ヤツバン M) 

1857 

木衬银津守 

1858 

1858 

勝安房守 

1858 

小出大和守（遣露使 _) 

1866 

L 

レガスピ（西將） 

1564 

呂宗 

1577 

リーフデ（蘭船） 

1600 

民宗遠征ノ中止 

1638 

Lowascheff 

1767 

k Perouse ( 佛ノ大航海者） 

1787 

L;ixmann (Adam 露艦長 ) 

1792 

Lutke (M 船長 ) 

1828 

Ladoga ( 米柿鯨船） 

1848 


M 


Murdock 册足附錄第八邊籍 n 錄中 

二在0 

tustorv of Japan 
Madagascar 

マラツカ 


K 

カ テキ（貨狄） 

1600 

柬蒲搴 

1601 

Kdmig (基隆） 

1626 

海外渡航 

1635 

寬永鎖國令 

1639 

KwaM (_ 綴） 

1639 

Kastrikom (de Vries 直率 蘭 艦） 

1643 

齡 

1643 

働 41786,1786,1792,1801 ， 

1806,1808,1853,1875 

Kaspar (Montamis 中 ノ 醫官） 

1649 

河村安治（瑞軒） 

1670 

快 風丸（水戶ノ官船石 抑河口 

二至ル） 

16S8 

Kempfer 

1690 

堪察加 

1697 

1699,1707, 1716 

Kosierawyki 

1713 

Krenitzm 

1767 

桂川南周 

1774 


1793 



マゼラン 


1506 

1511 

1519 


King ( 英艦長） 

幸太夫（露園へ漂民 ) 
Kodai ( 上記 !' 同人 ) 


1779 

1782 

1792 
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1854, 1858 

水野筑後守（長崎奉行） 1854 

向山隼人正（駐怫公使） 1867 

N 


信 S 

1534 

南齡 

1569 

中浦某（羅馬遺使） 

1589 

1582 

長崎奉行 

1593 

1633, 

1700 

二十六避磔刑 

1597 

西謂如見 

1695 

中根玄圭 

1720 

野 S 元丈 

1720 

中川潤庵 

1771 

中村小一郞 

1801 

Kadesida ( 露艦） 

1804 

松平圖齊頭康英 

1808 

中濱萬次郞（漂流者一避表 ) 

1841 

永井岩之丞（後玄蕃尙志） 

1854 

中村出羽守（下田奉行） 

m56 

新見 ® 前守（シンミ） 

1858 

生麥事件 

1862 

〇 

大內氏 

1523 

王直 

1553 


Jlotta (Antonio da) 

1542 

松永久秀 

1560 

マニラ 

1571 

1590,1606,1792 

町野友重 ( 氏鄕家來 ) 

1590 

松前及松前候 

1660 

1604,1778,1799, 18U7, 1821 

松本忠作（支倉一行） 

1613 

政宗（政宗ノ船出帆ス） 

1613 

モロー (葡人或云長崎住母 S 氏 ) 1613 

向井將監 

1630 

益田四郞 

1637 

Montanus 

1649 

m 一。 （ a テ m 了ガ）藤 

前野良澤 

1771 

般上徳内 

1786 

1791, 

1798 

松平信明 

1798 

間宮林藏 

1808 

松田傅十郞 

1808 

水野越前守 

1834 


1843 

水戶齊昭（烈公） 

1834 


1854 

Morrison ( 來船） 

1837 

Mercator ( 米船） 

1845 

Mariner ( 英船） 

1849 

Mathesoii ( 英艦長） 

_ 

村雄與 H 郞 

1853 
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bellow (Capt Fleetwood 英） 1808 

Phaeton C 英艦 ) 

1808 

バレンバルダ（蘭艦） 

1844 

Preble ( 米艦） 

1849 

ペルリ（彼理米將） 

1853 


1854 

プ”チヤチン （露使） 

1853 


1854 

Polmttan ( 米艦） 

1«58 

Q 


R 


レガスビ 

1 厂 >64 


1071 

Rodorlgo Don Rodrigo 


ue ゾ ebero Velfi^co) 1609 

蘭人御條自 

1638 


1659 

Return ( 英船） 

1673 

林子平 

1775 

1785,1787, 

1792 

Kt^sanoff ( 露使） 

1804 

Knng^dolf / 翳官） 

1804 

Raffles (Sir Stanford) 

1813 

ロツ デ—ル （ジヨン米艦 畏） 

1855 

S 


セラオ C 葡八） 

1511 


大村候 1562 

Organtino( ウルガン，オルガン） 1570 
大友氏 1582 

小笠原島 1593 

1612.1668, 1675, 1733,1827, 
1828,1853 

和蘭及蘭王 1609 

1612,1700,1844,1855 
蘭人御條目 （ K ヲ見 3 ) 

大久保石見守長安 1613 

Ongdukkig 島(英 Unlucky) 1643 


大概玄澡 

1783 

大石逸平 

1786 

小栗（煙後守後ュ上野介） 

1腦 

Osborn (Capt Shemrd 英） 

1858 

P 


Feixotto (Antonio) 

1542 

Pinto (Fernando Mender) 

1542 

Pisalmanazaar 

1549 

ベールゴンサール 

1594 

パ タニ 

1602 

ビーテルドット〖蘭ノ印度總督）1606 

Pessoa 

1608 

Ponghow 

1622 

伯德帝（露ノ） 

1711 


1725 

Fotonchew 

1777 

Provideiice (炎艦） 

1797 
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司馬江漢 

1788 

政德丸 

1799 

辰悦丸 

1800 

Schowostoff (露船 Juno ノ 船長） 1806 

シー ボルト 

1823 

1826,1829,1859,1861,1862 

Savory (Nathaniel) 

1830 

濺川六藏 

1844 

Samarang ( 英艦） 

1845 

Sabine ( 英艦） 

1846 

Stirling ( 英將） 

1854 

ス - ム ビング（蘭 ヨリ ■ 入 

後ノ看光丸） 

1855 

昌平丸（薩藩製造） 

1855 

新見豐前守 

1858 

柴田日向守（遺英 _ 使節） 

1860 

1865 

T 

鐵炮記 

1543 

種子島 

1543 

種子島時堯 

1543 

トレ^■師 

1552 

竹内知勝（氏鄕家来） 

1570 

1586 

高山在近 

1587 

魚屋 

1594 

東印度商會 

1600 

大船 

1609 


Sousa (Marm Alphonso ae) 

1542 

朱印船 

1592 

1601, 

1634 

San Philip ( 西船 ) 

1596 

自絲 

1601) 

スべツクス（ジャツク） 

1604 


1612 

San Francisco ( 西船） 

1609 

ソテロ 

1612 


1613 

ソマトョール （葡海將） 

1611 

Baris (Capt Johti 英） 

1613 

島原 

1639 


1638 

Staten Id. ( 擇捉岛ノ蘭名） 

1643 


Sclmep (Hendrick Comely^ 

de Vries ノ ニ番 艦艦長） 1643 
Sparrow Hawk ( 蘭船 ') 1653 

末次平藏 1670 

Sidotti ( 伊人 Abbe Sidotti) 1708 

下田 1720 

杉田玄白 1733 

1771 

Spanljerg ( 露船） 1738 

1741 

Schelting ( 露船） 1738 

1741 

Synd ( 露國雇員英海軍士官） 1764 

Skvenlse ( 船蘭 ') 1775 

































1854 


1853 


戶田妍互守（浦賀奉行 

後二遣歐使節） 1853 

1861 


竹內下野守（函館奉行） 

1 賴 

德川民部大輔 

1867 

Tracy (英海軍大佐) 

1868 

U 

氏鄕（蒲生） 

1548 

浦 H 

1720 

鵜殿民部少輔 

1854 

V 

Vasco cla Gama 

1502 

ウイレラ （VUela) 

1570 

ウアリヤ—二 (Valegnani) 

1570 

クイ スカイノー' 

1611 

Van Diemen 

1629 

Vries ( de ) 

1643 

Victorious (英艦) 

1846 

VinceDnes (米艦) 

1846 

im 

ゥェルニー （怫人） 

1864 

1875 


W 


桃庵 

■ 1610 

Tasman (蘭ノ大探撿家） 

1629 

天地丸 

1630 

天下丸 

1635 

鄭芝龍（及鄒成功） 

1646 

1649,1658,1661 

Tschirikoff 

1728 

竹內德兵衞 

1744 

Thun i>erg 

1775 

Titsingh 

1780 

津太夬（仙蓊舟子） 

1793 

高橋至時 

1796 

富山保高 

1799 


1801 

高播一貫 

1799 


1802 

高田屋嘉平 

1800 

1812,1813 

高橋治太夫 

1801 

戸川安論 

1802 

Torey (英艦長） 

1803 

遠山景晋 

1805 

寶鳥（薩摩） 

1824 

髙橋作左衞門 

1825 


1829 


高野長英 1839 

1850 


和寇 

ウユルデル 


1580 

1634 


筒井政憲 


1853 










































































山田 S 政 

1619 

1621，1626,1633 

米澤德兵衞 

1633 

安井尊 f 

1684 

吉宗（八代將軍) 

1716 


1751 

山脇束潍 

1754 

吉田秀長 

1796 

山路德風 

1796 

蜈夷 

1718 


1798, 1799,1804, 
1821, 1853, 1854 


Z 

Zeimotto ( Francisco ) 1542 
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Walton (露人） 173 S 

和田平太夫 1786 

Waardenaar 1813 

渡邊畢山 1839 

X 

Xavier (Francois ザビヱル） 1549 

Y 

横瀨浦（佐世保軍港內ノ） 1562 

山科勝成（氏鄕窠來） 1580 

橫田玄佐（大友宗麟家來） 1582 

耶楊子（ヤン ヨス） 1610 

耶蘇禁敎 邮11 


1613,16141634 1635 






































































































二十年前著者の英京に駐在せられしや、公暇を利用して■歐米人が日本に關して著 
はし、探檢誌航海記はた見聞錄風 h 志及び其の他諸種の硏究資料^銳意 m 集せら 
n き。是れ四ょ6單に愛 i & 好奇の情を充た3ん が 爲めに あらず、 蓋し其の集#の目 
的た る， 彼等洋人が我が海带阔 it Inl a て行 a し所の探撿航行と通商貿易との經路如 
何、阔土 M 察と 敎舉傳播との形跡如何を詳かにする i £ あ5 しならん。#時予亦偷敦 
R 遊學 し、 屢+古 ^5: 大英博物館の 11 #室に探ぅ しことあ 6 しが、 而も時々著渚の# 
齋4 C 出入して其の舊储新得にか、れる這般近代の史籍地誌の閱赀を縱ま、 R する 
を^拂益する所少からざ会き。 

明治四十一|年著者と予と春夏相前後して歸朝せしら幾許もなくして、著者は其の 
在英中行餘の業績を要約して一册となし^づけて洋人 H 本探檢年表と sa 、 之を私 
刊して少數同好の士 R 頒布せられ《。卽ち今增訂して新刊せらる、所の年表の^ 





























版本となす。予亦一本の惠與を得て擧考の資 k 供せ し 乙と 頗る多か 6 き0 

撕來 "T 數年若紫退閑の後更 RJI 西新击の史遵 を博搜して日本探檢史に關す る浩 
，愈令深：^! を 如へ.藤作の年表を增益修訂す る>と歲あ久是に於て記載補独せ■ら1 
し 事項は初版本 k 數 倍し. A つ附錄と索引とを 添へ. 内容外形 全く一新して公刊將こ 
弘く史學家讀史若の座右に備 へられんとす。豈 R 座すべきにあらずや 0 

芯し夫れ年表中探檢航海等の考察に至つては*著者の本領に® する所の海事の智 
齔を持つて闞明せら n し所多々存すべきな6。然らば則ち之に由 4 て 此の 著書 永 

く學界 R 異彩を放つに足. C / 海將にして愛史家たる著莕亦能く 其の而 目を 發撣 した 
るものと謂ふべし。 

予平素自ら史傳の： W 項を年表の體裁に編するを好み.私かに以て簡她 R して檢索 
の便11た人な'^と爲せ.〇。茲>予の年表癖を以てして此の探檢年表の 刊行に接す‘ 
何ど歡び迎へざるを得んや。況んや0本の海表諸邦に對する史實 k 就きては予亦 
感興極めて深きものある i-c 於てをや。 

今此の新修の年表•幸 it 岩波氏の好意 ic 依 3て 出版 せらる、 1 C 及 ^ 予欣喜の淸5 





































































能はざるものあ 6 .乃ち敢て憚らず蕪雜の辭を列ね' t : 跋文となす 


卽位大典を擧げさせたまひし1?和三年の十二; JH 十ーロ京都に しるす 
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Thunberg 
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Travels 

0 

capem 
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1六二〇年 

1九行 

三行 

底行 

* 永六年 

安政元年 

初行 

十行 

九行 

三—四行 
































































昭和1:牢三叩 刷 
昭和四牟 H 第一刷發行 
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